
研
究
論
文シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
、
ダ
リ
の
《
聖
心
》

～
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
へ
の
「
痙
攣
」
が
ダ
リ
に
家
族
と
の
断
絶
を
も
た
ら
し
た
～

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
ア
ン
グ
ル
シ
ア
の
犬
　
黄
金
時
代
　
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
　
ピ
カ
ビ
ア
　
バ
タ
イ
ユ
陰
惨
な
遊
戯

ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ダ
リ
　
バ
ル
セ
ロ
ナ
学
芸
協
会
　
無
原
罪
の
御
宿
り

松
　
岡
　
茂
　
雄

は
じ
め
に

ダ
リ
の
《
聖
心
》
　
（
S
a
c
r
か
C
O
e
u
r
）
　
は
、
彼
の
第
一
回
パ
リ
個
展
　
（
一
九

二
九
年
十
一
月
二
十
日
～
十
二
月
五
日
、
ゲ
ー
マ
ン
ス
画
廊
）
　
に
出
品
さ
れ
た

合
計
十
一
点
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
《
聖
心
》
は
、
キ
リ
ス
ト
の
心
臓
の
意

だ
が
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
遺
族
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
近
代
美
術
館

（
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）
　
が
一
九
八
九
年
五
月
に
購
入
し
て
以
来
、
「
私

は
時
々
、
気
晴
ら
し
と
し
て
、
母
の
肖
像
に
唾
を
吐
き
か
け
る
」
　
（
P
a
r
許
i
s
j
e

C
r
a
C
h
e
p
a
r
p
－
a
i
s
i
r
s
u
ュ
e
p
O
r
t
r
a
i
t
d
e
m
a
m
野
e
）
　
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

所
蔵
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ダ
リ
の
第
一
回
パ
リ
個
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
他
の
一
〇
点
の
作
品

が
、
全
て
カ
ン
バ
ス
、
板
パ
ネ
ル
も
し
く
は
厚
紙
に
、
油
彩
　
（
一
部
コ
ラ
ー
ジ

ュ
）
　
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
だ
け
が
、
墨
一
色
で
、
キ
ャ
ラ
コ
地
に
筆
書

き
さ
れ
た
異
色
の
作
品
で
あ
る
。
制
作
場
所
も
、
他
の
作
品
と
異
な
り
、
ス
ペ

イ
ン
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
フ
ィ
ゲ
レ
ス
、
も
し
く
は
そ
の
近
郊
の
カ
ダ
ケ
ス
で
な

く
、
パ
リ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
、
ダ
リ
が
一
九
三
〇

年
、
実
の
父
か
ら
勘
当
さ
れ
、
遺
産
の
相
続
権
を
失
っ
た
原
因
の
一
つ
と
な
っ

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
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こ
の
異
色
の
作
品
を
ダ
リ
が
な
ぜ
制
作
し
た
か
、
そ
の
理
由
は
従
来
、
明
ら

か
で
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
ダ
リ
の
研
究
者
と
し
て
著
名
な
D
a
w
n
A
d
e
s

は
、
「
ダ
リ
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の
新
た
な
参
加
者
と
し
て
、
こ
の
運
動

の
激
し
い
反
聖
職
者
主
義
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
（
た
と

え
ば
、
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
、
聖
職
者
を
侮
辱
す

る
バ
ン
ジ
ヤ
マ
ン
・
ペ
レ
の
写
真
で
）
　
ダ
リ
は
、
こ
の
運
動
に
自
分
自
身
の
シ

ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
資
格
証
明
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
。
」
　
（
松
岡
訳
）
　
と

書
い
た
。
本
稿
は
、
こ
の
D
a
w
n
A
d
e
s
の
推
論
を
検
証
し
、
ダ
リ
の
《
聖

心
》
制
作
動
機
が
、
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
中
で
も

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
思
想
へ
の
　
「
痙
撃
」
　
に
あ
る
と
考
え
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
そ
の
後
、
家
族
と
の
断
絶
を
招
い
た
、
と
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

フランシス・ピカビア《聖処女Ⅱ≫（La Sainte

Vierge”）、1920年、掛こインク、32×23cm、パ
リ大学

一
．
「
痩
撃
」
し
あ
う
シ
ュ
ル
レ
リ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の

反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

一
九
二
〇
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
カ
ビ
ア
　
（
『
r
a
n
e
i
肌
P
i
e
a
b
i
a
）

ダ
ダ
イ
ス
ト
の
ピ
カ
ビ
ア
は
、
《
聖
処
女
Ⅱ
》
（
L
a
S
a
i
n
t
e
≦
e
r
g
e
－
Ⅰ
）
を

措
き
、
彼
が
主
宰
す
る
　
『
3
9
1
』
　
誌
第
1
2
号
　
（
一
九
二
〇
年
三
月
）
　
に
、
そ

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
掲
載
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
で
ピ
カ
ビ
ア
は
、
聖
処
女
マ
リ
ア
を
一
枚
の
紙
の
白
い
表
面

を
汚
す
イ
ン
ク
の
ほ
と
ば
し
り
で
表
象
し
た
。
そ
の
汚
れ
は
、
月
経
、
破
瓜
、

出
産
等
に
よ
る
出
血
を
表
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
公
式
に
聖
と
さ
れ
る
語
彙
の
中

に
、
肉
体
を
持
つ
人
間
を
出
現
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
〇
年
四
月
に
は
、
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
が
編
集
者
を
務
め
る

『
プ
ロ
ヴ
エ
ル
ブ
（
歳
言
）
』
（
P
r
O
く
e
r
b
e
）
誌
第
4
号
の
表
紙
に
《
若
い
娘
》

と
題
す
る
穴
が
、
ピ
カ
ビ
ア
作
と
し
て
空
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
独
立
作
品
と
し

て
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
九
年
三
月
、
当
時
二
十
三
才
だ
っ
た
ブ
ル
ト
ン
と
二
十
二
才
の
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ス
ー
ポ
ー
、
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
が
、
パ
リ
で
ア
ヴ
ア
ン
・
ガ
ル
ド
雑

誌
『
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
』
（
L
i
t
t
野
t
u
r
e
）
を
発
刊
し
た
。
こ
の
雑
誌
は
一
九
二

一
年
八
月
の
第
2
0
号
ま
で
を
前
期
と
し
、
翌
二
十
二
年
三
月
に
新
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
再
出
発
し
た
。
『
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
』
は
創
刊
当
時
、
あ
く
ま
で
詩
人
の

雑
誌
で
あ
り
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
が
最
初
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
チ

ス
ト
と
し
て
二
十
一
年
五
月
の
第
1

9
号
に
登
場
し
た
。
新
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
号

か
ら
3
号
ま
で
の
表
紙
は
マ
ン
・
レ
イ
の
イ
ラ
ス
ト
、
第
4
号
か
ら
一
九
二
三

年
の
第
1
0
号
ま
で
の
表
紙
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
カ
ビ
ア
の
大
胆
な
イ
ラ
ス
ト
が
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飾
っ
た
。
第
4
号
の
表
紙
は
、
炎
、
十
字
架
、
茨
の
冠
を
巻
い
た
心
臓
の
傷
か

ら
血
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
る
さ
ま
を
措
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
守
り
や
メ

ダ
ル
に
使
わ
れ
る
伝
統
的
な
図
柄
で
あ
る
。

に
こ
の
表
紙
を
引
用
し
た
。
）

（
後
に
ダ
リ
は
自
ら
の
《
聖
心
》

『リテラチュNル』（Litt6rature）新シリー
ズ第4号の表紙（1922年9月）

常
者
と
し
て
釈
放
）
　
を
中
央
に
、
自
薦
・
他
薦
の
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル

ー
プ
が
取
り
囲
む
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
た
。
（
人
物
は
左
か
ら
右
へ
A
B
C
順
‥

ア
ラ
ゴ
ン
、
ア
ル
ト
ー
、
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ロ
ン
、
ボ
ア

フ
ァ
ー
ル
、
ブ
ル
ト
ン
、
カ
リ
ー
ヴ
、
デ
・
キ
リ
コ
、
ク
ル
ヴ
エ
ル
、
デ
ル
タ

イ
ユ
、
デ
ス
ノ
ス
、
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
、
エ
ル
ン
ス
ト
、
フ
ロ
イ
ト
、
ジ
エ
ラ
ー

ル
、
ラ
ン
ブ
ー
ル
、
リ
ユ
ペ
ッ
ク
、
マ
ル
キ
ー
ヌ
、
マ
ッ
ソ
ン
、
モ
リ
ー
ズ
、

ナ
ヴ
ィ
ル
、
ノ
ル
、
ペ
レ
、
ピ
カ
ソ
、
マ
ン
・
レ
イ
、
サ
ヴ
ィ
ノ
、
ス
ー
ポ
ー
、

ヴ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
）

「女性は、われわれの夢の中に大

きな影と大きな光を投げかける

存在である。」

1924年12月『シュルレアリスム

革命』（LA REvoLUTlON
SURREALISTE）創刊号

－97－

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
　
と
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
　
（
田
e
a
a
m
i
n

P
か
r
e
t
）
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
忘
巨
t
O
n
i
n
と
t
a
u
d
）

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
は
一
九
二
〇
年
来
パ
リ
に
住
み
、
ダ
ダ
の
主
要
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
。
一
九
二
四
年
十
二
月
創
刊
の
雑
誌
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』

の
1
号
か
ら
3
号
　
（
一
九
二
五
年
四
月
十
五
日
）
　
ま
で
を
ナ
ヴ
ィ
ル
と
共
同
編

集
し
た
。
彼
ら
が
編
集
し
た
第
1
号
一
七
ペ
ー
ジ
に
は
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
ジ

エ
ル
メ
ー
ヌ
・
ベ
ル
ト
ン
　
（
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
、
マ
リ

ウ
ス
・
プ
ラ
ト
ー
を
一
九
二
二
年
一
月
に
暗
殺
。
二
十
三
年
十
二
月
に
精
神
異

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
一
九
二
五
年
四
月
十
五
日
の
第
3
号
は
、
表

紙
に
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
内
の
ピ
エ
タ
像
の
写
真
と
と
も
に
、
「
一
九
二
五

年
‥
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
終
焉
」
　
二
諾
い
‥
F
I
N
 
D
E
 
L
酔
R
E

C
H
R
酪
T
I
E
N
N
E
）
と
い
う
言
葉
を
掲
載
し
た
。
こ
の
号
に
は
、
ア
ン
ト
ナ

ン
・
ア
ル
ト
ー
の
有
名
な
「
教
皇
へ
の
上
奏
」
　
（
A
d
r
e
s
s
e
 
a
u
 
P
a
p
e
）
　
の
他
、

「
ダ
ラ
イ
‥
フ
マ
へ
の
上
奏
」
、
「
仏
教
徒
へ
の
手
紙
」
　
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
教
皇

へ
の
上
奏
」
　
に
は
　
「
我
々
は
、
あ
な
た
の
規
範
、
禁
書
目
録
、
罪
、
告
解
、
坊



主
ど
も
に
、
別
の
戦
争
を
仕
掛
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
あ
な
た
、
教
皇
、
犬

に
対
す
る
戦
争
だ
。
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。

『シュルレアリスム革命』1925年4月15日

の第3号。表紙に「1925年：キリスト教時

代の終焉」という言葉を掲載

ペ
レ
は
、
街
を
行
く
聖
職
者
た
ち
を
、
し
ば
し
ば
侮
辱
し
た
。
一
九
二
六
年

の
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
　
第
8
号
一
三
ペ
ー
ジ
に
は
、
ペ
レ
の
詩
の
挿

絵
と
し
て
、
こ
の
種
の
出
来
事
の
写
真
が
「
司
祭
に
侮
辱
の
言
葉
を
浴
び
せ
る

同
編
集
者
ナ
ヴ
ィ
ル
は
、
ペ
レ
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
彼

（
ペ
レ
）
　
の
中
に
は
、
偶
像
破
壊
者
と
譜
諺
家
と
い
う
二
人
の
人
間
が
同
居
し

て
い
た
。
」
　
「
彼
の
肉
体
か
ら
も
っ
と
も
原
本
的
な
色
調
を
引
き
出
し
て
い
た
力

の
ル
ー
ツ
は
、
一
九
一
五
年
の
運
命
的
な
動
員
よ
り
も
さ
ら
に
遡
っ
た
地
点
に

求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
暗
黒
の
帝
国
、
こ
と
に
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
が

ー
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
そ
の
人
で
さ
え
ー
か
な
り
の
程
度
ま
で
、
三
位
一
体
の
神
学

に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
彼
に
と
っ
て
卑
狸
な
事
柄
に
属
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
、
雷
同
跳
び
の
記
録

保
持
者
》
　
（
r
e
c
O
r
d
m
a
n
d
e
h
a
u
t
e
u
r
e
n
さ
ー
）
　
と
し
て
美
化
し
て
い
た
こ
と

は
、
な
お
さ
ら
許
し
難
か
っ
た
。
詩
の
中
に
わ
ず
か
で
も
司
祭
職
の
匂
い
が
か

ざ
と
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
詩
は
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
彼
は
、
宗
教
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
宗
教
に
吐
き
気
を
も
よ
お

し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
」

ー98－

当
誌
の
寄
稿
家
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン

ペ
レ
」
　
（
N
O
t
r
e
 
C
O
〓
a
b
O
r
a
t
e
u
r

B
e
n
j
a
m
i
n
 
P
野
e
t

i
n
J
u
r
i
a
n
t
 
u
n

p
r
舎
r
e
）
　
と
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
け
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
革
命
』
　
誌
の
共

1926年の『シュルレアリス

ム革命』第8号13ページに

掲載された有名な写真

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
は
、
一
九
二
四
年
十
月
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
』

を
発
表
。
そ
の
中
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
定
義
と
、
彼
が
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス

ト
と
認
め
る
人
た
ち
の
リ
ス
ト
を
示
し
た
。

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
男
性
名
詞
。
そ
れ
を
通
じ
て
人
が
、
口
述
、
記
述
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
、
思
考
の
真
の
働
き
を
表
現
し
ょ
う
と
す
る
、

心
の
純
粋
な
自
動
現
象
　
（
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
）
。
理
性
に
よ
る
ど
ん
な
制
約

も
う
け
ず
、
美
学
上
な
い
し
道
徳
上
の
ど
ん
な
先
入
主
か
ら
も
は
な
れ
た
、
思

考
の
書
き
取
り
。
（
中
略
）



絶
対
的
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
実
践
し
て
い
る
の
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
バ
ロ
ン
、

ボ
ワ
フ
ァ
ー
ル
、
ブ
ル
ト
ン
、
カ
リ
ー
ヴ
、
ク
ル
ヴ
エ
ル
、
デ
ル
テ
ィ
ユ
、
デ

ス
ノ
ス
、
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
、
ジ
エ
ラ
ー
ル
、
ラ
ン
ブ
ー
ル
、
マ
ル
キ
ー
ヌ
、
モ

リ
ー
ズ
、
ナ
ヴ
ィ
ル
、
ノ
ル
、
ペ
レ
、
ピ
コ
ン
、
ス
ー
ポ
ー
、
ヴ
イ
ト
ラ
ッ
ク

の
諸
氏
で
あ
る
。
」

彼
は
、
次
い
で
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
　
誌
第
4
号
　
（
一
九
二
五
年
七

月
）
　
よ
り
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
　
の
連
載
を
始
め
る
。
同
誌
第
6
号

（
一
九
二
六
年
三
月
）
　
に
は
、
こ
の
連
載
の
注
2
と
し
て
ブ
ル
ト
ン
の
宗
教
観

が
、
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
本
文
よ
り
大
き
く
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

「
神
に
つ
い
て
語
り
、
神
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、
ど
う
見
て
も
神
の
力

の
ほ
ど
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
私
が

こ
の
神
の
観
念
を
、
た
と
え
そ
れ
と
闘
う
た
め
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
の
も
の
に

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
た
し
か
だ
。
私
は
い
つ
も
神
の
敵
手
の
ほ
う

に
賭
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
世
で
私
が
稼
い
で
き
た
ご
く
わ
ず
か
な
も
の

と
い
え
ば
、
私
に
と
っ
て
、
こ
の
賭
け
か
ら
の
儲
け
に
す
ぎ
な
い
。
賭
け
金

（
私
の
人
生
）
　
が
ど
ん
な
に
と
る
に
た
り
な
い
額
だ
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
じ

ゆ
う
ぶ
ん
に
儲
け
て
き
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
。
す
べ
て
の
あ
ぶ
な
っ
か
し
い

も
の
、
い
か
が
わ
し
い
も
の
、
お
ぞ
ま
し
い
も
の
、
け
が
ら
わ
し
い
も
の
、
グ

ロ
テ
ス
ク
な
も
の
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
神
と
い
う
た
だ
ひ
と
つ
の
言
葉

の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
る
。
（
中
略
）
　
だ
れ
か
が
最
近
、
神
を
　
「
一
本
の
樹
と
し

て
」
描
く
つ
も
り
で
い
た
が
、
そ
こ
に
も
ま
た
私
は
、
毛
虫
を
見
た
だ
け
で
樹

な
ど
兄
は
し
な
か
っ
た
。
私
は
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
、
セ
イ
ロ
ン
あ
た
り
の
道

で
も
歩
く
よ
う
に
、
樹
の
根
の
あ
い
だ
を
通
り
ぬ
け
て
い
た
の
だ
。
そ
も
そ
も

樹
は
一
本
も
描
か
れ
て
い
な
い
し
、
形
の
な
い
も
の
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
一

匹
の
豚
が
描
か
れ
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
だ
。
措
か
れ
て
い
な
い
神
、
そ
れ
は
豚

（
8
）

な
の
だ
。
」

ブ
ル
ト
ン
の
言
う
「
賭
け
金
」
云
々
は
、
十
七
世
紀
の
哲
学
者
プ
レ
ー
ズ
・

パ
ス
カ
ル
が
唱
え
た
有
名
な
「
パ
ス
カ
ル
の
賭
け
」
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ

れ
は
以
下
の
よ
う
な
論
証
　
（
と
い
え
る
か
ど
う
か
）
　
で
あ
る
。

1
．
神
様
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
方
を
選
ぶ
こ
と
も
、
信
じ
な
い
方
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
る
。

2
．
神
様
を
否
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
れ
ば
、
神
様
が
実
際
に
存

在
し
て
い
た
場
合
、
永
遠
の
責
め
苦
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
神
様
が
存

在
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
で
の
つ
か
の
ま
の
喜
び
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
．
神
様
を
信
じ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
れ
ば
、
神
様
が
存
在
し
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
失
う
も
の
は
あ
ま
り
な
い
が
、
神
様
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、

永
遠
の
天
国
で
の
至
福
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
．
神
様
の
存
在
を
認
め
る
方
が
い
い
。

5
．
ゆ
え
に
神
様
は
存
在
す
る
。

－99－

マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
　
（
岩
a
舛
E
r
n
s
t
）
　
の
問
題
絵
画

マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
は
、
一
九
二
二
年
八
月
不
法
入
国
で
パ
リ
入
り
し

た
。
入
国
を
助
け
た
の
は
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
だ
っ
た
。
そ
の
秋
、
知
り

合
っ
た
　
『
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
』
誌
の
同
人
た
ち
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
彼
は
大
作

《
友
人
た
ち
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
》
を
描
き
、
一
九
二
三
年
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

（
1
0
）

に
出
品
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
を
主
導
す
る
の
は
、
右
手
を
高
く
挙
げ
る
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル

ト
ン
で
あ
る
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
　
「
署
名
の
間
」
　
の
《
聖
体
の
論
議
》
　
の
作
者
、
ラ



フ
ァ
エ
ロ
が
中
央
、
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
の
背
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
巡
る
　
「
神
学
論
争
」
を
皮
肉
っ
て
い
る
か
ら

か
も
知
れ
な
い
。
小
説
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
　
の
作
者
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
も
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
右
膝
に
エ
ル
ン
ス
ト
自
身
が
腰
掛
け
て
い
る
の
は
、

こ
の
小
説
に
盛
ら
れ
た
「
神
の
存
在
と
不
在
を
巡
る
議
論
」
　
に
対
す
る
エ
ル
ン

ス
ト
の
関
心
を
表
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
エ
ル
ン
ス
ト
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

マックス・エルンスト《友人たちのランデブー≫1922年（TheRendezvousof

Friends）油彩カンバス、129．5×193cm、ケルン、ルートヴィッヒ美術館

作
品
を
紹
介

し
た
の
は
、

当
時
エ
リ
ユ

ア
ー
ル
の
妻

で
、
エ
ル
ン

ス
ト
と
三
角

関
係
に
あ
っ

た
ガ
ラ
だ
と

さ
れ
て
　
い

る
。一

九
二
六

年
、
パ
リ
の

サ
　
ロ
　
ン
・

ド
・
ア
ン
デ

パ
ン
ダ
ン
と

ケ
ル
ン
の
ゼ

セ
ッ
シ
ョ
ン

展
に
出
品
さ

れ
た
問
題
作
が
、
登
一
人
の
目
撃
者
、
A
．
B
．
、
ロ
E
．
、
画
家
の
前
で
幼
児
キ
リ

ス
ト
の
尻
を
た
た
く
聖
母
マ
リ
ア
》
で
あ
る
。
（
ケ
ル
ン
の
展
覧
会
は
大
司
教

の
申
し
入
れ
に
よ
り
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
）
　
こ
の
作
品
は
、
『
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
革
命
』
一
九
二
六
年
1
2
月
号
に
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー

（
A
n
t
O
n
i
n
 
A
r
t
a
u
d
）
　
が
ブ
ル
ト
ン
に
捧
げ
た
　
「
透
視
者
へ
の
手
紙
」

（
L
e
t
t
r
e
 
p
－
a
く
O
y
a
n
t
e
）
　
の
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
絵

は
の
ち
に
、
エ
ル
ン
ス
ト
自
身
が
「
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
ア
イ
デ
ア
に
基

づ
き
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
絵
画
と
し
て
例
外
的
に
制
作
さ
れ
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

三
人
の
目
撃
者
、
ブ
ル
ト
ン
、
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
、
作
者
　
（
エ
ル
ン
ス
ト
）
　
の

う
ち
、
エ
ル
ン
ス
ト
だ
け
が
、
尻
が
赤
く
腫
れ
る
ま
で
行
わ
れ
た
折
檻
の
光
景

を
直
視
し
て
い
る
。
幼
児
キ
リ
ス
ト
の
光
輪
は
地
面
に
落
ち
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
は
M
a
舛
E
r
n
s
t
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
は
作
者
自
身
で
あ
る
こ

と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
エ
ル
ン
ス
ト
は
、
そ
の
三
年
前
に
《
ピ
エ

タ
あ
る
い
は
夜
の
革
命
》
を
描
い
た
が
、
こ
の
作
品
は
、
山
高
帽
を
か
ぶ
っ
た

－100－

マックス・エルンスト《三人の目撃者、A．B．、

P．E．、画家の前で幼児キリストの尻をたたく聖母

マリア≫1926年（meβkSSed抽帥Cね5始eS
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PEaJld的eA〟由f）油彩カンバス、196×130cm、

ケルン、ルートヴィッヒ美術館



年
長
の
男
が
脆
い
て
、
腕
に
若
い
男
を
抱
き
、
ピ
エ
タ
の
挑
発
的
な
逆
転
を
表

象
し
て
い
た
。
若
い
男
は
エ
ル
ン
ス
ト
自
身
で
あ
り
、
幼
少
の
頃
、
家
か
ら
逃

げ
出
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
を
通
行
人
が
幼
児
キ
リ
ス
ト
と
誤
認
し
た
後
、
エ
ル
ン

ス
ト
の
父
親
が
彼
を
キ
リ
ス
ト
と
し
て
措
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
い

（
1
2
）

て
い
る
。

一
九
二
九
年
、
エ
ル
ン
ス
ト
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
小
説
　
『
百
頭
女
』
　
（
L
a

F
e
m
m
e
－
0
0
T
竪
e
s
）
　
が
ブ
ル
ト
ン
の
緒
言
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
　
（
こ
の
教
義
に
つ
い
て
は
詳
細

を
後
述
）
を
茶
化
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
四
点
含
ま
れ
て
い
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
は
、

こ
の
他
、
《
カ
ル
メ
ル
修
道
会
に
入
ろ
う
と
し
た
一
人
の
少
女
の
夢
》
と
し
た

一
連
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
中
に
、
少
女
が
礫
に
処
せ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
陰
部
を

ま
さ
ぐ
る
作
品
が
あ
る
。

一
九
二
九
年
、
ブ
ル
ト
ン
の
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
二
宣
言
』
　
と

ダ
リ
の
登
場

ブ
ル
ト
ン
が
一
九
二
九
年
十
二
月
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
　
誌
最
終
号

で
発
表
し
た
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
二
宣
言
』
　
に
は
、
看
過
で
き
な
い
文
章

が
あ
る
。
「
家
族
と
か
、
祖
国
と
か
、
宗
教
と
か
い
っ
た
概
念
を
ぶ
ち
こ
わ
す

た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
用
い

ノ　　　．．■、l、．1　　＼　‾．　．　　ト、．　　1－　　．・：L

マックス・エルンスト≪ピエタあるいは夜の革命≫

（Pieta，OrRevolutionbyNight）1923年、個人蔵

「失敗した無原罪の宿り」
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「おなじく、二回目…」 「…そして三回目、これも失敗」

マックス・エルンスト≪マルスリーヌ・マリー：私の天

上の夫、私の衣裳は下品のようですね。天上の夫：しな

やかな君の手で、朝早く私の衣をローヌ川で洗いに行っ

ておくれ≫

（Marceline－Marie：Matenue，mOnC6leste6poux，me

Sembleindecent．Leceleste畠poux：DevosmainsflexibIe，

allezravermoncostumedansleRh6neaugrandmatin．）
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ら
れ
て
よ
い
は
ず
だ
。
」

ブ
ル
ト
ン
は
こ
の
　
『
第
二
宣
言
』
　
の
中
で
、
「
通
り
す
が
り
に
エ
ド
ガ
ー
・

ポ
ー
に
唾
を
吐
き
か
け
よ
う
」
　
と
も
述
べ
て
い
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
ダ
リ
の
異
色
作
品
篇
王
心
》
制
作
の
謎
を
解
く
鍵
は
、
こ

の
　
『
第
二
宣
言
』
　
の
呼
び
か
け
に
、
ダ
リ
が
「
真
面
目
に
」
応
え
た
こ
と
に
あ

る
と
、
論
者
は
考
え
る
。

ダ
リ
は
、
フ
ル
ネ
ー
ム
を
S
a
－
く
a
d
O
r
 
D
O
m
i
n
g
O
句
e
－
i
p
e
J
a
c
i
n
t
O
 
D
a
E

D
O
m
e
n
e
C
h
と
い
い
、
二
番
目
の
ド
ミ
ン
ゴ
が
洗
礼
名
で
あ
る
。
彼
は
現
在

フ
ィ
ゲ
レ
ス
の
ダ
リ
劇
場
の
横
に
あ
る
サ
ン
ト
・
ペ
レ
教
会
に
幼
少
の
頃
か
ら

通
っ
て
い
た
。
彼
の
母
は
敬
慶
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
、
家
に
は
キ
リ
ス
ト
の

傑
刑
図
と
ミ
レ
ー
の
《
晩
鐘
》
　
の
複
製
画
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
ダ
リ
は
、
実
の

父
が
不
可
知
論
者
で
、
彼
の
所
蔵
す
る
無
神
論
の
書
物
に
親
し
ん
だ
せ
い
で
、

あ
る
時
期
自
分
も
無
神
論
者
に
な
っ
た
と
灰
め
か
す
。
彼
は
、
ま
た
自
分
が
無

神
論
的
言
辞
を
弄
し
た
の
は
、
少
年
期
の
教
師
の
せ
い
だ
と
も
言
い
訳
す
る
。

一
九
二
九
年
、
彼
が
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
入
ろ
う
と
決

意
す
る
ま
で
、
フ
ロ
イ
ト
の
　
『
夢
判
断
』
　
や
　
『
エ
ロ
ス
論
集
』
　
の
影
響
を
う
け

た
作
品
は
多
数
存
在
し
て
も
、
涜
神
的
な
作
品
は
見
あ
た
ら
な
い
。
唯
一
の
例

外
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
学
生
館
時
代
か
ら
の
友
人
、
ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
と

共
作
し
た
映
画
　
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
』
　
（
U
n
 
C
h
i
e
n
A
n
d
a
－
O
u
）
　
の
一
シ

ー
ン
で
あ
る
。
ダ
リ
は
こ
の
映
画
の
中
で
僧
侶
に
扮
し
て
床
に
横
た
わ
り
、
腐

っ
た
ロ
バ
を
載
せ
た
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
引
き
ず
ら
れ
て
行
く
。

シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
入
り
込
む
た
め
に
、
ダ
リ
が
周
到
な
研

究
を
行
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
有
名
な
『
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
に
続
く
自
伝
、

『
天
才
の
日
記
』
　
の
冒
頭
部
分
に
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

映画『アングルシアの犬』の中で床を引きずられ

る僧服姿のダリ（右）

「
私
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
グ
ル
ー
プ
に
加
入
す
る
覚
悟

を
き
め
た
。
私
は
か
れ
ら
を
小

骨
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
皮
を
は

ぎ
な
が
ら
、
そ
の
テ
ー
マ
と
主

眼
点
を
入
念
に
研
究
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
」

「
つ
い
に
、
順
次
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
か
ら
マ
ル
キ
・
ド
・
サ

ド
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
シ
ユ

ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
出
版
し

た
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
浸
り
、
私

は
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
こ
ん
だ
。
が
、
き
わ
め
て
偽
善
的
な
誠
実
さ
で
武
装

し
な
が
ら
も
、
一
刻
も
早
く
そ
の
指
導
者
に
な
ろ
う
と
い
う
下
心
を
秘
め
て
い

へ

1

8

）

た
の
で
あ
る
。
」

一
九
二
九
年
春
の
　
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
』
　
制
作
当
時
、
ダ
リ
は
　
『
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
　
誌
か
ら
、
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

の
傾
向
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
を
仕
入
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
シ

ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
と
の
接
触
が
《
聖
心
》
を
誕
生
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。一

九
二
九
年
夏
、
ダ
リ
は
故
郷
の
カ
ダ
ケ
ス
に
あ
る
父
の
別
荘
に
シ
ェ
ル
レ

ア
リ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
た
。
詩
人
の
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ

ア
ー
ル
と
そ
の
妻
ガ
ラ
、
ガ
ラ
の
娘
セ
シ
ル
、
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
夫
妻
、
パ

リ
の
画
廊
経
営
者
カ
ミ
ー
ユ
・
ゲ
ー
マ
ン
ス
と
そ
の
愛
人
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
、
そ
し
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て
友
人
の
ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
だ
っ
た
。
こ
の
訪
問
は
、
終
生
の
伴
侶
と
な

る
ガ
ラ
と
の
運
命
的
な
結
び
つ
き
を
ダ
リ
に
も
た
ら
し
た
。
ゲ
ー
マ
ン
ス
は
ダ

リ
の
パ
リ
第
一
回
個
展
の
開
催
を
約
束
し
、
ダ
リ
は
事
前
に
用
意
し
た
作
品
群

に
加
え
、
精
力
的
に
制
作
を
行
っ
た
。
そ
の
中
に
は
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル

の
肖
像
も
含
ま
れ
て
い
た
。
カ
ダ
ケ
ス
を
訪
れ
た
一
行
に
、
ダ
リ
は
描
き
か
け

の
絵
を
見
せ
た
。
そ
こ
に
は
、
人
糞
が
飛
び
散
り
、
血
の
つ
い
た
半
パ
ン
ツ
を

着
け
た
人
物
の
後
ろ
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。
一
行
は
、
こ
の
絵
を
重
要
な
作
品

と
認
め
た
も
の
の
、
ダ
リ
が
糞
食
症
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
抱
く
。
ガ
ラ
は

グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
ダ
リ
に
質
問
す
る
。
「
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
作
品
だ

わ
。
ポ
ー
ル
や
私
や
お
友
達
が
み
ん
な
知
り
た
が
っ
て
い
る
の
も
、
重
要
な
作

品
だ
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
け
ど
、
あ
の
な
か
で
あ
な
た
が
特
別
に
重
要
視
し
て
い

る
ら
し
い
あ
る
要
素
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
し
ら
。
も
し
あ

あ
し
た
　
『
も
の
』
　
が
あ
な
た
の
実
生
活
を
表
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は

と
う
て
い
共
通
点
を
見
出
せ
な
い
こ
と
に
な
る
わ
。
」
　
そ
し
て
、
ダ
リ
は
即
座

に
自
分
が
糞
食
症
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。

ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
は
こ
の
作
品
に
　
《
陰
惨
な
遊
戯
》
　
（
L
e
 
J
e
u

－
u
g
u
b
－
e
）
　
と
言
う
タ
イ
ト
ル
を
進
呈
し
、
ダ
リ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
作
品
を
前
に
し
て
、
ブ
ル
ト
ン
は
ひ
る
ん
だ
。
ダ
リ
の
語
る
と
こ

ろ
で
は
、
「
こ
の
作
品
を
目
に
し
た
と
き
、
そ
の
糞
尿
学
的
要
素
の
前
で
、
ブ

ル
ト
ン
は
長
い
間
た
め
ら
っ
た
。
」
さ
ら
に
、
『
天
才
の
日
記
』
　
の
中
で
も
、
ダ

リ
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
ブ
ル
ト
ン
は
私
の
絵
を
は
じ
め
て
み
た
と
き
、
そ
れ
を
汚
し
て
い
る
糞
便

学
的
　
（
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
ク
）
　
な
要
素
に
気
を
悪
く
し
た
様
子
だ
っ
た
。
私
は
そ

れ
を
み
て
驚
い
た
。
（
中
略
）
　
私
の
糞
便
学
的
要
素
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
許

容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
わ
り
に
、
あ
る
一
定
の
他
の
も
の
は
、
憲
ホ

忌
》
　
（
タ
ブ
ー
）
　
だ
と
宜
告
さ
れ
た
。
私
は
そ
こ
に
、
私
の
家
族
の
な
か
に
あ

っ
た
も
の
と
同
じ
禁
止
を
感
じ
と
っ
た
。
血
は
描
い
て
も
よ
か
っ
た
。
そ
こ
に

少
し
ば
か
り
の
ウ
ン
チ
を
加
え
て
も
差
し
さ
わ
り
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
に

は
ウ
ン
コ
だ
け
を
描
く
権
利
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
私
に
は
セ
ッ
ク

ス
の
表
現
は
許
さ
れ
て
い
た
が
、
肛
門
に
か
か
わ
る
幻
想
を
描
く
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
肛
門
は
す
べ
て
、
大
へ
ん
悪
意
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
た
の

だ
！
　
同
性
愛
の
女
は
た
い
へ
ん
か
れ
ら
を
よ
ろ
こ
ぼ
せ
た
が
、
男
色
者
は
い

け
な
か
っ
た
。
夢
の
な
か
で
は
、
サ
デ
ィ
ス
ム
や
雨
傘
や
ミ
シ
ン
を
随
意
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
俗
事
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
上
の
要
素

は
、
神
秘
的
な
性
質
の
も
の
さ
え
も
、
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
」

ー■叫一＿t一　】■．．ゝヽh、山4　－，＿1ヽ。　●〉・、

’、・　　■　■　Y■▼■－h一■tl．∴一・．．r　■　－．・日．　＿l、．L▼＿　ヽ　■＿、．、

『ドキュマン』第4号のダリ紹介ページ（下の二作品）

た
め
ら
う
ブ
ル
ト
ン
を
前

に
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ

タ
イ
ユ
が
登
場
す
る
。
ア
ン

ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
は
、
そ
の

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
二
宣

言
』
　
（
一
九
二
九
年
十
二
月

雑
誌
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

革
命
』
　
最
終
号
に
掲
載
。
翌

年
単
行
本
と
し
て
出
版
）
　
の

最
後
の
部
分
で
、
バ
タ
イ
ユ

を
罵
り
、
デ
ス
ノ
ス
、
レ
ー

リ
ス
、
ラ
ン
ブ
ー
ル
、
マ
ッ

ソ
ン
、
ヴ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
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以
前
の
盟
友
を
バ
タ
イ
ユ
陣
営
に
走
っ
た
元
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
決
め
つ
け

て
い
る
。
バ
タ
イ
ユ
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
要
素
も
強
く
、
活
字
の
使
用
、
レ
イ
ア

ウ
ト
も
洗
練
さ
れ
て
い
た
　
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
　
（
D
O
C
u
m
e
n
t
S
）
　
誌
を
一
九
二
九

年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
1
5
号
発
行
し
た
。
（
最
終
号
は
、
実
際
は
一
九

三
一
年
に
出
た
）
　
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
　
第
4
号
　
（
一
九
二
九
年
）
　
は
ダ
リ
の
初
期

作
品
、
《
水
浴
す
る
女
性
》
と
《
女
性
の
ヌ
ー
ド
》
を
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
ク

ン
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
　
「
抽
象
お
よ
び
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
」
　
の
出
品
作

品
と
し
て
、
紹
介
し
て
い
る
。

バ
タ
イ
ユ
は
　
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
　
の
第
7
号
　
（
一
九
二
九
年
）
　
に
、
《
陰
惨
な

遊
戯
》
を
、
ダ
リ
の
個
展
に
先
立
っ
て
購
入
し
て
い
た
ノ
ア
イ
ユ
子
爵
の
口
添

え
を
得
て
掲
載
し
よ
う
と
し
た
。
ダ
リ
は
、
ブ
ル
ト
ン
陣
営
に
加
わ
る
た
め
、

バ
タ
イ
ユ
の
申
し
出
を
拒
否
し
た
。
バ
タ
イ
ユ
は
掲
載
を
断
ら
れ
た
こ
の
絵
と

同
タ
イ
ト
ル
の
記
事
お
よ
び
、
ノ
ア
イ
ユ
子
爵
が
蒐
集
し
て
い
た
、
サ
ド
の

『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』
　
（
当
時
未
出
版
）
　
の
手
書
き
原
稿
写
真
を
　
『
ド
キ
ユ
マ

ン
』
　
の
第
7
号
　
（
一
九
二
九
年
）
　
に
掲
載
し
、
さ
ら
に
《
陰
惨
な
遊
戯
》
に
つ

い
て
の
分
析
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
添
付
し
た
。

「
こ
の
絵
は
、
去
勢
の
発
生
史
、
と
去
勢
が
引
き
起
こ
す
矛
盾
し
た
反
応
を
、

お
び
た
だ
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
と
、
ま
れ
に
見
る
表
現
力
で
提
示
し
て
い
る
。

（
中
略
）
　
去
勢
の
行
為
は
、
体
が
腹
部
か
ら
完
全
に
引
き
裂
か
れ
た
人
物
　
（
A
）

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
血
ま
み
れ
の
罰
は
た
だ
ち
に
、
（
B
）
　
に
お
い

て
少
年
ら
し
い
、
お
ど
け
て
向
こ
う
見
ず
な
男
ら
し
さ
の
夢
を
誘
発
す
る
。

（
中
略
）
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
罰
を
受
け
る
に
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

深
い
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
男
の
パ
ン
ツ
の
お
ぞ
ま
し
い
汚
れ
（
C
）
で
あ
る
。

（
中
略
）
　
左
の
彫
像
　
（
D
）
　
も
、
突
然
の
去
勢
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
様
な
満
足

■－1ヽ　■hヽ“■tt叫l　こ1・■▼J■・yヽ■　rl、ut少γ　【　■‘■　ヽ　‾】‾■ヽ　　　■　3’l■◆1‡ぺb

●　■甘■ヽ●●　いV■

（左）《陰惨な遊戯≫（LeJeuluguble）1929年、厚紙に油彩とコラージュ、44．4×30．3cm、
ノアイユ子爵が第1回個展に先立って購入していた（クラナッハと並べて愛蔵）

（右）バタイユによる《陰惨な遊戯≫の解説ダイアグラム
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を
擬
人
化
し
た
も
の
で

（
2
4
）

（
以
下
略
）
」

《
陰
惨
な
遊
戯
》
に
見
ら
れ
た
ダ
リ
の
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
表
現
に
一
時
は
騨
易

し
た
ブ
ル
ト
ン
だ
っ
た
が
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
　
「
資
格
証
明
」
　
と
し
て
新

し
く
提
出
さ
れ
た
《
聖
心
》
に
気
を
よ
く
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
い
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『ドキュマン』の第7号（一九二九年）に掲載されたサドの

『ソドムの百二十日』の手書き原稿とバタイユの論文「陰惨

な遊戯」

っ
た
ん
腹
を
決
め
る
と

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

革
命
』
　
誌
は
ダ
リ
特
集

号
の
様
相
を
呈
し
た
。

同
誌
の
最
終
号
　
（
一
九

二
九
年
十
二
月
）
　
に
は

映
画
　
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

の
犬
』
　
の
シ
ナ
リ
オ
が

掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
ブ

ル
ト
ン
自
身
が
個
展
に

先
立
っ
て
入
手
し
て
い

た
ダ
リ
の
小
品
《
照
ら

し
出
さ
れ
た
快
楽
》
と

《
欲
望
の
適
応
》
及
び

り
方
で
、
猛
々
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
容
易
に
観
て
と
る
し
か
な
い
の
は
、

陰
鬱
な
歓
び
で
あ
る
。
」

ブ
ル
ト
ン
の
影
響
が
濃
厚
な
映
画
『
黄
金
時
代
』

こ
の
映
画
は
　
『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
』
　
に
感
動
し
た
ノ
ア
イ
ユ
子
爵
　
（
《
陰

惨
な
遊
戯
》
　
の
購
入
者
で
ダ
リ
の
熱
烈
な
支
持
者
）
　
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
制
作

さ
れ
た
。
ダ
リ
と
ブ
ニ
ユ
エ
ル
は
、
一
九
二
九
年
夏
カ
ダ
ケ
ス
で
シ
ナ
リ
オ
の

構
想
を
練
る
が
、
完
成
に
ほ
ど
遠
く
、
ブ
ニ
ユ
エ
ル
が
パ
リ
に
帰
っ
た
あ
と
、

手
紙
で
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
ダ
リ
は
ブ
ル
ト
ン
と
親
し
く
、

映
画
の
内
容
は
そ
の
影
響
に
よ
る
政
治
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。

映
画
は
、
ま
ず
、
サ
ソ
リ
の
科
学
映
画
か
ら
の
引
用
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
に

続
き
、
ダ
リ
の
故
郷
に
近
い
ク
レ
ウ
ス
の
岩
の
上
に
陣
取
る
司
教
た
ち
が
登
場

－106－

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
ア
ッ
プ
が
誌
面
を
飾
っ
た
。

バ
タ
イ
ユ
と
の
間
で
ダ
リ
を
巡
る
綱
引
き
に
勝
利
し
た
ブ
ル
ト
ン
は
、
ダ
リ

の
第
一
回
パ
リ
個
展
カ
タ
ロ
グ
に
序
文
を
書
い
た
。
「
ダ
リ
は
、
こ
こ
で
は
、

才
能
と
天
才
、
昔
風
に
い
う
な
ら
、
悪
徳
と
美
徳
の
間
に
迷
う
人
で
あ
る
。

（
四
月
に
は
そ
う
で
な
か
っ
た
が
）
　
彼
は
、
十
分
昔
に
参
加
し
て
き
た
よ
う
に

見
え
る
。
よ
う
や
く
参
加
し
て
き
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
何
時
だ
っ
た
か

分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
彼
は
競
合
す
る
シ
ス
テ
ム
の
間
に
、
黙
っ
て
身
を
お
い

た
。
」
　
（
中
略
）
　
「
ダ
リ
の
芸
術
は
、
人
の
知
る
幻
覚
の
最
た
る
も
の
で
、
正
真

正
銘
、
脅
威
を
構
成
す
る
。
そ
の
存
在
は
全
く
新
し
く
、
悪
意
が
明
ら
か
で
、

歩
み
始
め
て
い
る
。
も
は
や
、
彼
ら
自
身
の
道
を
歩
み
、
増
殖
し
融
解
す
る
や



し
、
次
い
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
暗
示
す
る
軍
人
を
含
む
マ
ヨ
ル
カ
島
民
の
上
陸
が

あ
り
、
そ
の
眼
下
で
司
教
た
ち
は
白
骨
化
し
て
い
る
。
（
ち
な
み
に
一
九
二
九

年
二
月
、
ム
ソ
リ
ー
ニ
政
権
下
の
イ
タ
リ
ー
王
国
と
ヴ
ァ
チ
カ
ン
は
ラ
テ
ラ
ノ

条
約
を
結
び
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市
国
が
誕
生
し
た
。
）

問
題
な
の
は
、
映
画
最
後
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
あ
る
。
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド

の
　
『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』
　
の
あ
ら
ま
し
が
字
幕
で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
主
人
公

ブ
ラ
ン
ジ
公
爵
が
、
ス
リ
ニ
ー
城
内
で
の
オ
ー
ジ
ー
の
果
て
に
、
キ
リ
ス
ト
の

姿
で
城
外
に
現
れ
る
。
彼
は
や
が
て
城
内
に
復
帰
す
る
が
、
髭
を
剃
り
落
と
し

て
再
登
場
す
る
直
前
に
女
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
、
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
行
為
が

暗
示
さ
れ
る
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
十
字
架
の
釘
跡
に
、
死
亡
し
た
女
性
の
複

数
の
頭
髪
が
架
け
ら
れ
、
風
に
な
び
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
は
、
大
き

マン・レイ　《祈り≫La P帖「、1930年、カン

バスに焼き付けた写真、32×23cm、パリ、

ランセ一二ュ・デ・ウーダン

映画『黄金時代』の－シーン。サディストのブランジ

公爵がキリストの姿で登場

な
社
会
問
題
と
し
て
憤
激

を
買
い
、
映
画
は
公
開
数

日
に
し
て
暴
徒
の
襲
撃
に

あ
い
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で

の
上
映
禁
止
と
な
っ
た
。

一
時
、
シ
ェ
ル
レ
リ
ス

ト
・
グ
ル
ー
プ
と
疎
遠
に

な
っ
て
い
た
マ
ン
・
レ
イ

も
、
一
九
三
〇
年
、
冒
涜

的
色
彩
の
濃
厚
な
　
《
祈

り
》
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー

プ
に
復
帰
し
た
。
ヴ
エ
ロ

ニ
ク
・
フ
ォ
レ
に
よ
れ
ば

「
彼
は
、
俗
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
宗
教
の
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
楽
し
み
を
見
つ
け

て
い
る
。
リ
ー
‥
、
「
ラ
ー
の
尻
は
、
快
楽
と
繊
細
さ
を
刻
み
つ
け
、
観
者
の
感

動
に
到
達
し
、
ポ
ー
ズ
の
恥
じ
ら
い
が
心
を
打
つ
。
や
や
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ

ル
な
熟
達
し
た
様
式
で
、
こ
の
祈
り
は
冒
涜
の
コ
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
び
覚

（
2
8
）

ま
す
。
」

彼
は
、
ま
た
一
九
三
三
年
に
、
か
な
り
い
か
が
わ
し
い
作
品
《
D
．
A
．
『
．

ド
・
サ
ド
へ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
を
発
表
。
女
性
の
尻
に
、
悪
魔
主
義
の
逆
十

字
架
を
ス
ー
パ
ー
イ
ン
ポ
ー
ズ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
の
倒
立
を
象
徴
し
て
、

ソ
ド
ミ
ー
（
肛
門
性
交
）
　
を
唱
道
す
る
サ
ド
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

107

ブ
ル
ト
ン
、
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
の
共
著
　
『
無
原
罪
の
御
宿
り
』

一
九
三
〇
年
十
一
月
二
十
四
日
、
E
d
i
t
i
O
n
S
u
r
r
m
a
－
i
s
t
e
よ
り
総
数
二
千
部

が
出
版
さ
れ
た
こ
の
書
物
は
、
バ
ラ
色
の
表
紙
に
ダ
リ
の
イ
ラ
ス
ト
　
（
毛
む
く
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マン・レイ　≪D．A．F．ド・サドへのモニュメン

ト≫1933年ManRay“Monument畠D．A．F．de

Sade”『革命に奉仕するシュルレアリスム』

第5号（1933年）に掲載

原
罪
の
御
宿
り
』
　
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
の
非
科
学
性
を
椰
捻
す
る
含
意
が
あ

り
、
ダ
リ
の
挿
画
は
そ
の
考
え
を
体
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の

日
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

人
間
　
（
受
胎
、
子
宮
内
の
生
命
、
生
誕
、
生
活
、
死
）

憑
き
も
の
　
（
は
じ
め
に
、
神
経
衰
弱
疑
似
症
の
実
験
、
強
烈
な
偏
執
狂
の

疑
似
症
の
実
験
、
全
身
麻
酔
疑
似
症
の
実
験
、
表
現
錯
乱
疑
似
症
の
実
験
、

早
発
性
痴
呆
症
疑
似
症
の
実
験
）

仲
介
す
る
も
の
　
（
習
慣
の
力
、
お
ど
ろ
き
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ひ
と
つ

も
な
い
、
自
然
の
感
情
、
恋
愛
、
生
成
の
思
想
）

原
判
決

じ
ゃ
ら
の
手
が
親
指
と
人
差
し
指
で
髪
の
毛
の
房
を
持
ち
、
小
指
を
陰
茎
の
よ

う
に
ピ
ン
と
立
て
て
い
る
。
折
り
曲
げ
ら
れ
た
薬
指
と
中
指
は
陰
嚢
の
よ
う
で

あ
る
）
　
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
の
百
十
一
部
に
は
、
さ
ら
に
口

絵
と
し
て
、
ダ
リ
の
グ
ラ
ビ
ア
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
（
顔
を
右
腕
で
覆
い
、

影
の
よ
う
な
人
物
に
寄
り
添
わ
れ
た
女
性
の
ボ
デ
ィ
前
面
に
、
大
き
な
十
字
架

が
首
か
ら
陰
部
、
両
乳
房
に
ま
た
が
っ
て
措
か
れ
て
い
る
。
同
時
に
両
手
で
顔

を
隠
し
た
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
女
性
の
陰
部
を
狙
う
陰
茎
の
形

を
し
て
い
る
。
）
　
ダ
リ
が
起
用
さ
れ
る
前
、
元
々
の
表
紙
原
案
は
、
頭
部
周
囲

に
「
私
は
無
原
罪
の
御
宿
り
で
す
」
と
記
さ
れ
た
ル
ル
ド
の
聖
母
の
写
真
を
使

用
し
て
い
た
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
挑
戦
を
表
明
し
て
い
た
が
、
性
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
か
っ
た
。

「
人
間
」
や
「
憑
き
も
の
」
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
自
動
記
述
を

綴
っ
た
ブ
ル
ト
ン
と
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
の
共
著
が
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
選
ん
だ
『
無

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
　
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
処
女
に
し

て
神
の
子
を
宿
し
た
と
い
う
「
処
女
懐
胎
」
と
区
別
さ
れ
、
マ
リ
ア
の
誕
生
そ

れ
自
体
が
肉
の
罪
　
（
性
交
渉
）
　
を
免
れ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教

義
に
は
無
理
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
異
端
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
た
時
代

も
あ
っ
た
が
、
一
八
五
四
年
十
二
月
八
日
に
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
9
世
が
、
公

会
議
を
経
ず
一
人
で
教
義
と
し
て
宣
言
し
た
。
「
そ
の
よ
う
に
大
い
に
問
題
の

あ
る
考
え
方
だ
っ
た
の
に
、
十
九
世
紀
も
半
ば
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
突
然
、

教
義
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ

ッ
ク
が
、
十
九
世
紀
に
非
宗
教
主
義
の
攻
撃
の
的
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
反
教
会

の
傾
向
に
脅
威
を
感
じ
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
反
動
的
に
マ
リ
ア
神
格
化
の
方

向
に
傾
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
」

「
一
八
五
四
年
の
ピ
ウ
ス
9
世
に
よ
る
マ
リ
ア
無
原
罪
の
教
義
は
、
明
ら
か

に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
っ
つ
あ
っ
た
共
和
国
主
義
　
（
民
族
や
宗
教

－108　【
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の
つ
な
が
り
で
は
な
く
て
、
同
じ
と
こ
ろ
に
住
む
つ
な
が
り
を
基
礎
に
し
て
国

を
構
成
す
る
考
え
方
）
　
に
対
抗
し
て
、
民
衆
の
信
仰
心
を
刺
激
す
る
た
め
の
も

の
だ
っ
た
。
（
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
そ
の
後
の
マ
リ
ア
の
御
出
現
や
聖
地
の

出
現
は
、
物
質
主
義
を
否
定
す
る
民
衆
の
心
性
と
、
超
自
然
志
向
の
拠
り
所
と

な
っ
て
行
く
）
」

聖
母
マ
リ
ア
の
出
現
で
有
名
な
の
は
、
教
義
化
四
年
後
の
一
八
五
八
年
に
南

仏
ピ
レ
ネ
ー
地
方
の
ル
ル
ド
で
、
十
四
才
の
少
女
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
・
ス
ビ
ル
ー

の
前
に
現
れ
た
　
「
白
い
女
の
人
」
　
で
あ
る
。
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
が
名
を
尋
ね
る
と

土
地
の
言
葉
で
　
「
わ
た
し
は
無
原
罪
の
御
宿
り
で
す
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
彼

女
が
そ
の
人
の
指
示
に
従
っ
て
穴
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
湧
き
出
し
た
。
こ

の
　
「
ル
ル
ド
の
泉
」
は
霊
泉
と
し
て
、
年
間
二
百
万
人
以
上
の
信
徒
を
ル
ル
ド

《満たされない欲望≫Unsatisfied Desires、1928年、
カードボードに油彩、貝報と砂、76×62cm、サンフラ

ンシスコ近代美術館

－109－



の
町
へ
巡
礼
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
女
は
修
道
院
に
入
り
三
十
五
才
で
没

し
た
。
死
後
三
十
年
で
墓
が
開
け
ら
れ
た
が
遺
体
は
葬
ら
れ
た
と
き
の
ま
ま
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
女
は
、
一
九
三
三
年
に
教
皇
に
よ
り
列
聖
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
八
年
秋
、
ダ
リ
は
当
時
《
海
辺
の
二
人
の
人
物
》
と
題
し
て
い
た

《
満
た
さ
れ
な
い
欲
望
》
を
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
サ
ラ
・
ペ
レ
ス
で
の
「
秋
の
サ

ロ
ン
」
　
に
出
品
し
よ
う
と
し
た
が
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
マ
ラ
ガ
ル
に
拒
否
さ
れ

た
。
理
由
は
、
性
器
の
あ
か
ら
さ
ま
な
表
象
が
受
容
で
き
な
い
た
め
だ
っ
た
。

一
九
二
五
年
に
ダ
リ
の
第
一
回
個
展
を
開
い
た
ダ
ル
マ
ウ
の
画
廊
経
営
者
は
、

こ
の
絵
の
男
性
部
分
に
コ
ル
ク
を
貼
り
付
け
て
展
示
し
た
。

ブ
ル
ト
ン
と
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
の
共
著
　
『
無
原
罪
の
御
宿
り
』
　
の
カ
バ
ー
に
掲

二
．
ダ
リ
の
《
聖
心
》
そ
の
意
味
、
そ
の
余
波

載
さ
れ
た
ダ
リ
の
イ
ラ
ス

ト
は
、
こ
の
　
《
満
た
さ
れ

な
い
欲
望
》
　
の
男
性
部
分

の
引
用
で
あ
り
、
聖
母
マ

リ
ア
の
　
「
御
宿
り
」
　
に
男

根
の
関
与
を
暗
示
し
て
い

る
。

（左）≪満たされない欲望≫の部分アップ

（右）『無原罪の御宿り』の表紙イラスト

タ
イ
ム
リ
ー
な
題
材
だ
っ
た
サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
聖
堂

「
な
に
よ
り
も
イ
エ
ス
の
心
臓
を
象
っ
た
聖
心
S
a
c
r
か
・
C
O
e
u
r
と
聖
母
マ
リ

ア
　
ー
　
こ
れ
が
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
特
徴
づ
け
る
崇
敬

の
対
象
だ
っ
た
。
」
ダ
リ
の
　
《
聖
心
》
　
の
輪
郭
は
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
サ
ク

レ
・
ク
ー
ル
聖
堂
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
こ
の
聖
堂
か
ら
は
、
「
唾
」

は
届
か
な
い
に
し
て
も
、
真
正
面
、
眼
下
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
が
遠
望
で

き
る
。

「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
」
と
は
　
「
殉
教
の
山
」
　
の
意
味
。
三
世
紀
、
パ
リ
最
初
の

司
教
サ
ン
・
ド
ニ
と
そ
の
仲
間
の
殉
教
の
地
で
あ
る
。
聖
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ

（上）モンマルトルの丘に聾え立つサクレ・クール聖堂

（下）聖堂から眼下に遠望できるノートルダム大聖堂
（中央）（筆者撮影）
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ヨ
ラ
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
こ
こ
で
イ
エ
ズ
ス
会
を
一
五
三
四
年

に
開
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
、
丘
全
体
に
大
き
な
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
教
会
の

僧
院
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
尼
僧
た
ち
は
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
ら
れ
、
僧

院
も
破
壊
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
後
半
に
は
石
灰
岩
の
元
石
切
場
に
村
が
あ
っ
た
。

一
八
七
〇
年
に
普
仏
戟
争
が
勃
発
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
戦
争
に
負
け
、
ド
イ
ツ

兵
が
国
土
を
一
部
占
領
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
悲
惨
が
政
治
的
な
原
因
よ
り
も
精

神
的
な
原
因
か
ら
生
じ
た
と
考
え
る
人
た
ち
が
、
後
悔
の
印
と
し
て
キ
リ
ス
ト

の
心
臓
に
奉
献
さ
れ
た
教
会
を
修
復
建
設
す
る
と
誓
い
を
立
て
た
。
一
八
七
二

年
末
、
パ
リ
の
大
司
教
で
あ
る
ギ
ベ
ー
ル
枢
機
卿
が
こ
の
誓
い
を
承
認
し
、
建

設
の
地
と
し
て
モ
ン
マ
ル
ト
ル
を
選
ん
だ
。
一
八
七
三
年
、
ギ
ベ
ー
ル
枢
機
卿

は
、
こ
の
地
に
教
会
を
建
て
る
議
会
宣
言
を
得
た
。
当
時
、
キ
リ
ス
ト
の
心
臓

に
捧
げ
ら
れ
た
バ
シ
リ
カ
を
建
設
す
る
の
は
、
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
バ
シ
リ
カ

ー
　
ル
ル
ド
、
リ
ヨ
ン
の
フ
ー
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
、
マ
ル
セ
イ

ユ
の
ラ
・
ガ
ル
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
な
ど
が
、
い
く
つ
も
建
設
さ
れ
た
当
時
、

異
例
で
あ
っ
た
。
建
設
費
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
か
ら
の
少
額
寄
付
で
賄
わ
れ
、

寄
進
者
の
名
は
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

一
八
七
五
年
に
定
礎
し
た
サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
聖
堂
が
完
成
し
た
の
は
一
九
一

四
年
だ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
の
た
め
実
際
に
奉
献
さ
れ
た
の
は
一
九

一
九
年
十
月
十
六
日
だ
っ
た
。
ダ
リ
の
《
聖
心
》
は
、
ま
さ
に
時
代
の
ト
ピ
ッ

ク
を
捉
え
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
題
材
だ
っ
た
と
い
え
る
。

ブ
ル
ト
ン
と
ダ
リ
、
《
聖
心
》
の
後

ブ
ル
ト
ン
が
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
、
ダ
リ
の
登
場
で

あ
る
意
味
、
救
わ
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
　
誌
を
次
々
に
発

行
す
る
バ
タ
イ
ユ
の
グ
ル
ー
プ
と
の
争
い
の
渦
中
に
あ
っ
た
ブ
ル
ト
ン
は
、
ダ

リ
の
参
加
を
力
強
く
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ダ
リ
も
ま
た
、
こ
の
時
期
ブ
ル
ト

ン
に
心
酔
し
切
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
二
十
二
日
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
学
芸
協
会
で
彼
が
行
っ
た
講
演
記
録
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
（
巻
末
の

付
録
参
照
）

ブ
ル
ト
ン
は
、
一
九
三
四
年
初
夏
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
講
演
を
ま
と
め

て
、
同
年
、
小
冊
子
と
し
て
刊
行
し
た
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
』

Q
u
釘
七
・
C
e
q
u
e
－
e
s
u
コ
ふ
r
i
s
m
e
勺
で
は
、
次
の
よ
う
に
ダ
リ
を
高
く
評
価
し

て
い
る
。

「
新
た
な
要
素
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
圧
力
の
も
と
に
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
実
験
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
気
紛
れ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全

面
的
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
展
望
と
目
的
と
は
完
全
に
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
実
験
は
熱
狂
の
う
ち
に
、
連
続
し
た
か
た
ち
で
た
え
ま

な
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
目
的
に
む
か
っ
て
そ
れ
を

突
き
動
か
し
た
主
な
推
進
力
は
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
そ
れ
で
あ
り
、
彼
の

異
常
な
内
的
沸
騰
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
と
っ
て
、
こ
の
期
間
全
体
を
通
じ

て
、
限
り
な
く
貴
重
な
発
酵
素
で
あ
り
ま
し
た
。
」

ブ
ル
ト
ン
は
、
ダ
リ
の
第
一
回
パ
リ
個
展
の
の
ち
、
《
聖
心
》
を
入
手
し
て

秘
蔵
す
る
。
彼
が
こ
の
作
品
を
ダ
リ
か
ら
購
入
し
た
か
、
贈
与
を
受
け
た
か
は

明
白
で
な
い
が
、
ダ
リ
が
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
印
と
し
て
贈
呈
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容

易
に
推
察
で
き
る
。

さ
ら
に
ブ
ル
ト
ン
は
、
ダ
リ
が
自
分
を
勘
当
し
、
追
放
し
た
実
の
父
親
と
の

葛
藤
を
描
い
た
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
作
品
《
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
》
　
二
九
三
〇
年
）
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（
現
在
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
蔵
）
　
を
購
入
す
る
が
、
ダ
リ
と
の
関
係
は

次
第
に
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
始
め
る
。
ダ
リ
は
、
共
産
主
義
の
中
に
家
父
長
的
な
絶

対
権
威
を
発
見
し
、
《
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
の
謎
》
一
九
三
四
年
を
発
表
す
る

が
、
共
産
主
義
に
肩
入
れ
し
て
い
た
ブ
ル
ト
ン
た
ち
は
、
敬
愛
す
る
レ
ー
ニ
ン

が
侮
辱
さ
れ
た
と
感
じ
、
展
覧
会
場
で
こ
の
絵
に
イ
ン
キ
を
か
け
よ
う
と
す
る

試
み
を
し
た
。
同
じ
年
、
ダ
リ
の
言
動
を
め
ぐ
り
、
つ
る
し
上
げ
事
件
も
発
生

し
て
い
る
。
ダ
リ
が
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
と
、
ブ
ル

ト
ン
は
嫉
妬
に
か
ら
れ
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
綴
り
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
　
「
ア

ヴ
ィ
ダ
・
ダ
ラ
ー
ズ
」
し
ぎ
i
d
a
 
D
O
E
a
r
s
　
（
ド
ル
亡
者
）
　
の
名
称
を
ダ
リ
に
贈

り
、
ダ
リ
は
そ
れ
を
面
白
が
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
発
表
さ
れ
た
　
『
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
絵
画
の
最
近
の
諸
傾
向
』
　
で
、
ブ
ル
ト
ン
は
ダ
リ
に
厳
し
い
批
評
を

浴
び
せ
て
い
る
。

「
注
目
す
べ
き
は
、
ご
く
最
近
あ
ら
わ
れ
た
画
家
た
ち
に
対
し
て
あ
る
決
定

的
な
か
た
ち
で
お
よ
ん
で
い
る
現
代
的
影
響
が
、
タ
ン
ギ
ー
の
そ
れ
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
反
対
に
、
ダ
リ
の
影
響
は
き
わ
め
て
す
み
や
か
な
退
潮
を
見
せ

て
い
る
。
後
者
に
は
人
の
気
に
い
ら
れ
た
い
と
い
う
極
端
に
い
た
る
欲
求
が
見

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
は
た
え
ず
自
分
自
身
の
逆
説
の
上
を
ゆ
く
必
要
を
招
き

よ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
所
詮
こ
う
な
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
だ
。
」

ダ
リ
は
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
関
心
を
強
め
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
を
避
け
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
か
つ
大
成
功
を
収
め
て
い
た
が
、
フ
ラ

ン
コ
政
権
下
の
ス
ペ
イ
ン
に
帰
国
し
定
住
す
る
た
め
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰

を
表
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
冒
涜
的
な
作

品
を
描
い
た
ダ
リ
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
、
ブ
ル
ト

ン
は
《
聖
心
》
に
新
聞
記
事
風
の
コ
メ
ン
ト
を
添
付
し
て
、
一
九
五
〇
年
、
雑

誌
『
ラ
‥
ネ
フ
』
特
別
号
に
発
表
し
た
。
コ
メ
ン
ト
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ

〈
3
6
）

る
。「

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
改
宗
小
さ
な
H
髭
を
先
細
に
し
た
、
シ
ェ
ル

レ
ア
リ
ス
ト
の
大
家
、
画
家
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
は
、
昨
日
カ
ト
リ
ッ
ク
へ

改
宗
、
そ
し
て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
の
理
想
」
に
転
向
す
る
と
、
発
表
し
た
。

U
P
の
通
信
員
に
許
可
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
彼
は
波
乱
に
満
ち
た
過
去
と

訣
別
し
、
悔
い
改
め
て
教
会
の
ふ
と
こ
ろ
に
帰
る
と
宣
言
し
た
。
無
原
罪
の
御

宿
り
を
表
現
し
た
絵
を
示
し
な
が
ら
、
ダ
リ
は
付
け
加
え
た
。
〝
私
は
そ
の
絵

を
、
謁
見
者
の
中
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
教
皇
ピ
オ
1

2
世
に
見
せ
た
。
教
皇
は

雑誌『ラ・ネフ』特別号（1950年）
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喜
び
、
私
の
改
宗
を
祝
福
し
た
。
私
は
ス
ペ
イ
ン
に
伝
統
的
な
神
秘
主
義
に
回

帰
し
た
と
教
皇
に
語
り
、
私
の
絵
の
草
案
を
見
せ
た
。
私
の
絵
は
、
今
後
、
私

の
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
と
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派

の
古
典
主
義
の
融
合
に
な
る
だ
ろ
う
。
″
そ
の
　
「
融
合
」
が
ど
ん
な
も
の
に
な

る
か
、
気
が
か
り
で
、
訝
し
い
。
」
　
（
松
岡
訳
）

段
を
と
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
リ
の
個
展
に
出
し
た
絵
の
一
点
に
、
息
子
は

〝
母
に
唾
を
吐
い
た
″
な
ど
と
侮
蔑
の
言
葉
を
記
す
ほ
ど
の
悪
疎
さ
な
の
で

す
。
酒
の
上
で
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
釈
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
息

子
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
ば
か
り
か
、
家
族
を
も
う
一
度
侮
辱
す
る
始
末
で
す
。

そ
ん
な
仕
打
ち
を
さ
れ
た
私
ど
も
の
口
惜
し
さ
が
、
あ
な
た
な
ら
わ
か
る
は
ず

（
3
8
）

で
す
。
」

《
聖
心
》
の
波
紋
、
ダ
リ
の
家
庭
悲
劇

一
九
二
九
年
十
二
月
末
、
ダ
リ
の
《
聖
心
》
に
「
母
の
肖
像
に
唾
を
吐
き
か

け
る
」
と
い
う
ス
ク
リ
プ
ト
の
あ
る
こ
と
を
風
聞
で
知
っ
た
父
は
激
怒
し
、
パ

リ
か
ら
帰
っ
た
ダ
リ
と
大
喧
嘩
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
当
時
《
黄
金
時
代
》

の
シ
ナ
リ
オ
打
ち
合
わ
せ
で
フ
ィ
ゲ
レ
ス
に
来
て
い
た
ブ
こ
ユ
エ
ル
が
目
撃
し

て
い
る
。
翌
一
九
三
〇
年
初
頭
に
ダ
リ
は
、
父
親
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
り
、

以
後
生
ま
れ
故
郷
の
フ
ィ
ゲ
レ
ス
と
カ
ダ
ケ
ス
へ
の
立
ち
入
り
を
堅
く
禁
止
さ

れ
た
。
従
来
の
研
究
書
で
は
家
庭
追
放
の
原
因
に
、
ダ
リ
と
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ

ア
ー
ル
の
妻
、
ガ
ラ
と
の
交
際
に
対
す
る
家
族
の
不
快
感
を
重
要
視
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ダ
リ
の
父
が
ダ
リ
と
ガ
ラ
の
交
際
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
の
は
事
実

だ
が
、
勘
当
の
決
定
的
な
要
因
は
《
聖
心
》
に
記
さ
れ
た
ス
ク
リ
プ
ト
が
、
聖

母
マ
リ
ア
に
つ
い
て
の
イ
エ
ス
の
発
言
と
い
う
よ
り
は
、
ダ
リ
自
身
が
亡
き
母

親
を
冒
涜
し
た
言
葉
で
あ
る
と
、
父
が
解
釈
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

父
の
怒
り
が
尋
常
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ダ
リ
の
親
し
い
友
人
、
ル
イ
ス
・

ブ
ニ
ュ
エ
ル
や
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ
に
宛
て
た
父
の
手
紙
か
ら
窺
え
る
。

一
九
三
〇
年
二
月
、
ダ
リ
の
父
か
ら
ロ
ル
カ
あ
て
の
手
紙
。

「
息
子
を
家
か
ら
追
い
だ
し
た
こ
と
を
、
お
聞
き
お
よ
び
で
し
ょ
う
か
。
私

ど
も
一
家
に
と
っ
て
は
心
の
痛
む
こ
と
で
す
が
、
体
面
を
考
え
れ
ば
強
硬
な
手

一
九
三
〇
年
三
月
、
ダ
リ
の
父
か
ら
ブ
ニ
ユ
エ
ル
に
宛
て
た
手
紙

「
親
愛
な
友
へ

先
週
水
曜
付
け
の
私
の
手
紙
を
、
受
け
取
っ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
、

あ
な
た
が
私
の
息
子
と
ま
だ
親
し
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
私
は
彼
の
住
所
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
の
で
、
手
紙
が
出
せ
ま
せ

ん
。報

告
に
よ
る
と
、
昨
日
、
彼
は
フ
ィ
ゲ
レ
ス
を
通
過
し
て
、
あ
の
マ
ダ
ム
と

と
も
に
カ
ダ
ケ
ス
に
向
か
い
ま
し
た
。
カ
ダ
ケ
ス
で
は
数
時
間
過
ご
す
機
会
が

あ
っ
た
だ
け
で
し
た
。
午
後
に
は
自
警
団
が
命
令
に
従
っ
て
彼
を
訪
問
し
た
か

ら
で
す
。
カ
ダ
ケ
ス
に
滞
在
す
れ
ば
酷
い
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
彼

は
不
愉
快
な
状
況
を
避
け
ま
し
た
。

彼
は
、
昨
日
の
午
後
、
も
し
く
は
夕
方
、
パ
リ
に
向
け
て
発
ち
ま
し
た
。
そ

こ
で
一
週
間
滞
在
す
る
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
あ
の
マ
ダ
ム
の
住
所
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
ら
、
彼
（
私
の
息
子
）
　
に
カ
ダ
ケ
ス
に
帰
っ
て
こ
よ
う
と
す

る
な
、
と
伝
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
理
由
は
簡
単
で
す
。
彼
は
あ
の
村
に
、

た
と
え
2
、
3
時
間
さ
え
も
滞
在
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
彼
が
フ
ラ
ン
ス
へ
戻

れ
な
く
な
っ
て
事
態
は
複
雑
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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彼
が
抱
え
た
問
題
は
、
す
べ
て
彼
の
　
（
私
の
息
子
の
）
責
任
で
す
、
私
は
こ

の
こ
と
を
あ
な
た
が
彼
に
伝
え
て
下
さ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

息
子
に
は
、
私
の
人
生
を
幸
い
も
の
に
す
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ダ
ケ

ス
は
私
の
心
の
避
難
場
所
で
す
。
そ
の
村
に
息
子
が
い
る
と
、
私
の
心
の
平
和

が
乱
さ
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
、
私
の
息
子
が
そ
こ
を
み
だ
ら
な
行
為
で
汚
す
な

ら
、
私
の
妻
が
健
康
回
復
の
た
め
に
出
か
け
る
場
所
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。わ

た
し
は
、
こ
れ
以
上
苦
し
め
ら
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
わ
け

で
、
こ
の
夏
、
煩
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
す
べ
て
を
手
配
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
、

そ
し
て
そ
れ
に
続
く
夏
、
息
子
が
私
た
ち
を
汚
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
日

こ
の
日
、
し
か
る
べ
き
手
段
を
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
段
が
有
効
で
な
い

場
合
は
、
個
人
的
な
攻
撃
を
含
め
、
で
き
る
こ
と
を
す
べ
て
行
う
積
も
り
で
す
。

私
の
息
子
は
カ
ダ
ケ
ス
に
行
き
ま
せ
ん
。
行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
行
け
ま
せ

ん
。
こ
の
夏
も
、
そ
の
次
ぎ
も
。
私
に
は
息
子
に
煩
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

別
の
手
段
も
あ
り
ま
す
。
私
が
今
日
取
っ
た
手
段
が
有
効
で
な
い
な
ら
、
二
人

が
殴
り
合
っ
て
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
勝
負
を
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

彼
に
忠
告
し
ま
す
が
、
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
勝
と
う
と
私
が
思
っ
て
い

る
以
上
、
私
が
有
利
で
す
。
彼
を
攻
撃
す
る
人
を
雇
え
ま
す
し
、
私
に
攻
撃
を

仕
掛
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
彼
を
攻
撃
す
る
機
会
を
探
せ
ま
す
。
こ
れ
は
卑
怯
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
意
図
を
犠
牲
者
に
知
ら
せ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
も
し
彼
が
カ
ダ
ケ
ス
に
行
き
た
い
の
な
ら
、
自
分
を
守
る
か
、
攻

撃
側
に
ま
わ
る
か
、
そ
れ
は
彼
の
の
ぞ
み
次
第
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
予
防
措
置

を
こ
う
じ
る
べ
き
で
す
。

あ
な
た
の
理
論
に
は
全
く
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
息
子
は
、
可
能
な
限
り

の
悪
を
行
う
と
い
う
問
題
が
世
界
に
は
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
う
思

い
ま
す
。
精
神
的
な
悪
に
つ
い
て
は
、
私
は
彼
に
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
彼
は
完

全
に
堕
落
し
た
人
間
な
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
彼
に
は
ま
だ
肉
や
骨
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
肉
体
的
な
暴
力
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
」
　
（
松
岡
訳
）

ダ
リ
は
、
怒
り
狂
う
父
に
謝
罪
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
、
頭
を
丸
刈
り
に
し
髪

の
毛
を
海
岸
に
埋
め
た
。
そ
し
て
カ
ダ
ケ
ス
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
で
頭
の
上
に

ウ
ニ
の
殻
を
の
せ
、
ブ
ニ
ユ
エ
ル
に
写
真
を
撮
ら
せ
て
故
郷
を
立
ち
去
っ
た
。

彼
は
個
展
の
成
功
後
、
ノ
ア
イ
ユ
子
爵
か
ら
も
ら
っ
た
今
後
措
く
作
品
の
前
金

で
、
生
地
フ
ィ
ゲ
レ
ス
か
ら
岬
を
隔
て
た
カ
ダ
ケ
ス
近
辺
の
ボ
ル
ト
・
リ
ガ
ー

ト
に
漁
師
小
屋
を
購
入
、
そ
れ
を
改
築
し
な
が
ら
制
作
の
本
拠
と
し
た
。
彼
は
、

一
九
五
〇
年
に
父
親
の
計
報
に
接
す
る
と
、
死
の
床
の
父
の
唇
に
接
吻
し
た
が
、

葬
儀
に
は
参
列
し
な
か
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
パ
リ
ノ
ー
は
、
ダ
リ
の
言
を
次
の

よ
う
に
引
用
す
る
。
「
わ
た
し
が
遅
れ
て
到
着
し
、
彼
の
冷
た
い
唇
に
わ
た
し

の
生
命
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
そ
れ
を
押
し
あ
て
た
と
き
、
父
は
こ
の
世
の
人
で
は

な
か
っ
た
。
（
中
略
）
　
最
高
の
官
能
的
悦
楽
は
苦
悶
し
て
い
る
わ
た
し
の
父
を

男
色
す
る
こ
と
だ
、
と
。
男
に
と
っ
て
、
お
た
が
い
の
肉
体
を
所
有
し
あ
う
と

い
う
こ
と
は
、
実
際
に
言
語
道
断
の
漕
神
行
為
、
最
高
の
人
生
の
証
で
あ
ろ
う

か
？
　
冒
涜
、
挑
戦
で
あ
ろ
う
か
？
　
自
分
が
臆
病
で
あ
っ
た
ば
か
り
に
、
ま

た
状
況
が
状
況
だ
っ
た
か
ら
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
遂
行
す
る
場
面
を
い
つ
も
夢
想
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
」

ダ
リ
自
身
、
自
伝
『
ダ
リ
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
　
で
、
こ
と
の
い
き
さ
つ

を
こ
う
語
る
。
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「
私
を
永
久
に
家
族
の
ふ
と
こ
ろ
か
ら
追
放
す
る
こ
と
を
通
告
し
た
父
の
手

紙
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
数
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
父
の
決
定
の
原

因
と
な
っ
た
秘
密
を
、
私
は
こ
こ
で
暴
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
父
と

私
だ
け
の
秘
密
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
後
六
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
父
と

私
の
間
を
引
き
離
し
、
二
人
を
激
し
く
苦
し
め
た
古
傷
に
、
私
は
二
度
と
ふ
た

た
び
触
れ
た
い
と
は
思
わ
な
い
の
だ
。
」

終
わ
り
に

ダ
リ
は
、
父
が
無
神
論
者
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
、
だ
か
ら

《
聖
心
》
を
描
い
た
と
、
父
に
責
任
を
押
し
っ
け
る
。
ま
た
、
後
年
、
「
母
の

肖
像
に
唾
を
吐
く
」
と
描
い
た
　
「
母
」
と
は
は
聖
母
マ
リ
ア
で
な
く
、
実
の
母

で
あ
る
と
灰
め
か
し
も
し
た
。
し
か
し
、
次
の
文
を
読
む
と
、
彼
の
「
言
い
訳
」

は
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
。

「
引
き
続
い
て
起
こ
っ
た
母
の
死
は
、
わ
が
生
涯
に
お
け
る
最
大
の
打
撃
で

あ
っ
た
。
私
は
母
を
崇
拝
し
て
い
た
。
私
に
と
っ
て
、
母
の
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
と

ん
ど
か
け
が
え
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
聖
者
の
よ
う
な
母
の
魂
の

道
徳
的
価
値
が
、
人
間
的
な
す
べ
て
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た

私
は
、
人
に
は
い
え
な
い
自
分
の
魂
の
汚
点
を
、
い
つ
の
日
か
必
ず
ぬ
ぐ
い
去

っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
っ
た
母
を
失
っ
た
こ
と
を
、
ど
う
し
て
も
あ
き
ら
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
母
が
あ
ま
り
に
善
良
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
　
〝
母
の
善

良
さ
が
私
自
身
に
も
役
立
つ
″
と
考
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
母
の
私
へ
の
愛
は

あ
ま
り
に
全
的
で
、
あ
ま
り
に
誇
り
高
か
っ
た
の
で
、
母
は
常
に
正
し
か
っ
た
。

私
の
邪
悪
さ
え
も
、
母
に
と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か

（
4

3
）

っ
た
の
だ
！
」

ダ
リ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
マ
ド
リ
ー
ド
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
シ
ェ
ル
レ
ア

リ
ス
ト
た
ち
の
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
傾
向
を
、
彼
ら
の
評
論
雑
誌
に
よ
り
、
十

分
に
理
解
し
て
い
た
。
初
の
パ
リ
個
展
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
マ
リ
ア
信
仰
に
冷

や
水
を
か
け
る
《
聖
心
》
を
加
え
た
の
は
、
ブ
ル
ト
ン
が
ダ
リ
の
《
陰
惨
な
遊

戯
》
を
見
て
疑
念
を
懐
い
た
と
知
っ
た
ダ
リ
が
、
ブ
ル
ト
ン
の
反
宗
教
的
態
度

に
迎
合
し
、
そ
の
心
を
掴
む
た
め
の
「
決
め
球
」
に
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
シ
ユ

ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
成
功
を
夢
見
る
ダ
リ
の
行
為
が
、
「
家
族
と
の
断
絶
」

と
い
う
意
図
せ
ざ
る
不
幸
な
出
来
事
を
招
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

1
つ
○

ダ
リ
の
妹
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ダ
リ
A
n
a
M
a
r
㌻
D
a
－
i
は
、
兄
の
『
わ
が
秘

め
ら
れ
た
生
涯
』
の
出
版
（
一
九
四
二
年
N
Y
ダ
イ
ア
ル
・
プ
レ
ス
）
後
、

『
妹
の
見
た
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
』
≧
）
等
：
首
息
駕
竺
計
加
已
書
落
当
日
乳

を
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
語
で
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
に
驚
愕
し
た
兄
は
、
こ
の
本
を

読
ま
な
い
で
ほ
し
い
と
友
人
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
妹
の
本
は
ス
ペ
イ
ン
語
に

翻
訳
さ
れ
払
已
岩
計
「
b
巳
へ
C
訂
訂
℃
O
r
賀
訂
r
3
9
、
6
と
し
て
一
九
四
九
年

に
出
版
さ
れ
た
。
－
a
n
G
i
b
s
O
n
は
そ
の
一
九
九
三
年
版
（
P
a
r
s
i
f
a
－

E
d
i
c
i
O
n
e
S
V
B
a
r
c
e
－
O
n
a
）
に
序
文
を
書
い
て
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。
こ
の
本

は
本
邦
未
出
版
だ
が
、
筆
者
は
友
人
に
翻
訳
を
依
頼
し
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
序
文
を

含
む
全
文
を
読
ん
だ
。
そ
の
中
か
ら
以
下
の
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。
ギ
ブ
ソ
ン

は
語
る
。

「
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ダ
リ
が
言
い
た
い
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
ダ
リ
は
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
出
会
う
前
は
素
晴
ら
し
い
人
間
で
、
家
族
に
と
っ
て
は
模
範

的
な
息
子
で
、
純
粋
の
芸
術
家
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
全
て
の
面
で
偽
り
だ
ら
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け
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
は
著
者
に
と
っ

て
は
　
（
有
害
な
運
動
）
　
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
に
米
国
で
発
行
さ
れ
た
英
語
オ

リ
ジ
ナ
ル
版
と
一
九
四
四
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
発
行
さ
れ
ス
ペ
イ
ン
語
版
の

兄
の
　
『
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
　
は
嘘
と
誇
張
だ
ら
け
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

ア
ナ
・
マ
リ
ア
は
兄
を
略
奪
し
た
ガ
ラ
、
一
九
二
九
年
夏
の
不
吉
な
夜
の
で
き

ご
と
を
決
し
て
許
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
恨
み
は
余
り
に

も
激
し
く
、
そ
の
た
め
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
人
間
の
精
神
の
解
放
運
動
で

あ
っ
た
こ
と
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
度
繰
り
返
そ
う
。

こ
の
本
は
批
判
精
神
を
持
っ
て
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」

し
か
し
、
妹
は
語
る
。

「
こ
う
い
う
常
軌
を
逸
し
た
言
動
が
、
事
実
そ
う
で
は
な
く
、
彼
の
自
発
的

で
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
豊
か
な
思
考
を
全
て
の
感
覚
に
映
し
出
す
た
め
に
必

要
な
の
だ
と
い
う
、
パ
リ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
接

触
す
る
こ
と
で
、
彼
は
不
誠
実
で
、
攻
撃
的
で
、
専
制
的
な
人
間
に
変
っ
て
し

ま
っ
た
。
サ
ル
バ
ド
ー
ル
は
ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
と
一
緒
に
、
《
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
の
犬
》
と
い
う
映
画
を
作
る
た
め
に
パ
リ
に
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
と
接
触
を
持
っ
た
。
そ
し
て
次
の
夏
、
彼
ら
は
カ
ダ

ケ
ス
に
や
っ
て
来
た
。
一
九
二
九
年
の
夏
だ
っ
た
。
あ
の
夏
に
サ
ル
バ
ド
ー
ル

は
完
全
に
変
っ
て
し
ま
い
、
友
人
た
ち
か
ら
も
、
私
た
ち
か
ら
も
、
そ
し
て
自

分
自
身
か
ら
も
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
人
生
と
い
う
川
の
流
れ
は
あ
れ
ほ
ど

上
手
く
導
か
れ
て
い
た
の
に
、
あ
の
複
雑
な
人
た
ち
、
カ
ダ
ケ
ス
の
古
典
的
な
景

色
を
全
く
理
解
で
き
な
い
人
た
ち
の
圧
力
を
受
け
て
、
逸
れ
て
し
ま
っ
た
。
」

イ
ア
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
と
妹
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ダ
リ
の
言
い
分
を
比
較
し
て
、

筆
者
は
後
者
に
軍
配
を
あ
げ
た
い
。

パ
リ
で
画
家

と
し
て
成
功
す

る
た
め
に
ダ
リ

は
、
シ
ェ
ル
レ

ア
リ
ス
ト
と
な

る
道
を
選
ん

だ
。
そ
し
て
ブ

ル
ト
ン
が
主
宰

す
る
グ
ル
ー
プ

に
参
加
す
る
た

め
、
強
烈
な
反

アナ・マリア・ダリ『妹の見たサルバドー

ル・ダリ』（本邦未訳）

宗
教
感
情
を
持
つ
ブ
ル
ト
ン
の
気
に
入
る
《
聖
心
》
を
描
い
た
。
そ
の
結
果
、

父
や
妹
と
の
間
に
、
不
幸
な
断
絶
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
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（
付
録
）

バ
ル
セ
ロ
ナ
学
芸
協
会
会
議
で
の
ダ
リ
の
講
演
記
録
　
（
一
九
三
〇
年
三
月
二

十
二
日
）
　
（
松
岡
訳
）
　
『
ヘ
リ
ッ
ク
ス
』
第
1
0
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
掲
載

（
ダ
リ
に
対
す
る
ブ
ル
ト
ン
の
影
響
は
、
こ
の
講
演
記
録
で
明
白
で
あ
る
。

資
料
入
手
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
ア
ン
ヌ
・
ル
モ
ニ
エ
さ

ん
M
m
e
．
A
ロ
n
e
 
L
e
m
O
n
n
i
e
r
お
よ
び
京
都
日
仏
学
館
館
長
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー

ル
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
氏
M
．
J
e
a
n
＝
P
a
u
－
○
－
i
く
i
e
r
の
御
協
力
を
得
た
。
）

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
道
徳
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン

何
よ
り
ま
ず
、
私
は
、
会
議
を
開
く
と
い
う
行
為
、
ま
た
そ
れ
に
も
増
し
て



そ
れ
を
聞
く
と
い
う
行
為
に
表
れ
た
、
き
わ
め
て
卑
し
い
性
格
を
非
難
す
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
信
じ
ま
す
。
疑
い
な
く
、
最
高
に
純
粋
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
行
為
、
ブ
ル
ト
ン
が
第
二
宣
言
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
「
街
に
出
て
、
拳

に
ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
、
大
衆
に
向
か
っ
て
へ
と
へ
と
に
な
る
ま
で
、
め
っ
た
や

た
ら
に
引
き
金
を
引
く
」
　
か
ら
最
も
か
け
離
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

私
が
同
じ
よ
う
な
行
為
を
繰
り
返
す
た
ぐ
い
の
、
弁
明
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
退
廃
的
な
人
、
儒
者
を
標
的
に
し
た
会
議
と
い
う

恥
ず
べ
き
行
為
を
、
あ
る
種
の
相
対
的
な
プ
ラ
ン
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
（
家
族
、
国
家
、
宗
教
と
い
う
イ
デ
ー
を
決
定
的
に
破
壊
す

る
の
に
役
立
つ
た
め
に
は
、
良
い
、
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
）
　
プ
ロ
セ
ス
と
平

行
し
て
、
我
々
は
、
混
乱
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
、
激
し
く
偏
執
狂
的
な
意
欲
の

内
に
凝
縮
す
る
現
実
の
中
で
着
手
し
始
め
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
敏
感
で

知
的
な
世
界
を
破
滅
さ
せ
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
儒
者
に
、
興

味
を
持
つ
か
ら
で
す
。
愚
か
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
終
わ
っ
た
西
洋
的
な
思
考
で

タ
ブ
ー
と
さ
れ
る
混
乱
は
、
思
考
ゼ
ロ
、
虚
栄
、
愚
か
さ
の
中
で
減
過
し
ま

す
。愚

か
な
ス
ノ
ビ
ズ
ム
は
、
サ
ロ
ン
の
霊
的
な
会
話
を
微
妙
な
飾
り
付
け
、
そ

し
て
現
代
の
小
説
や
演
劇
の
非
常
な
腐
敗
の
中
に
愚
か
な
新
規
さ
を
播
種
す
る

為
に
、
現
代
の
心
理
学
の
発
見
を
、
信
じ
ら
れ
な
い
所
ま
で
変
更
し
利
用
す
る

こ
と
で
、
通
俗
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ト
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
非
常

に
醜
く
、
と
り
わ
け
、
現
実
の
社
会
の
安
ら
ぎ
に
、
少
し
ば
か
り
好
都
合
で
す
。

実
際
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
蒼
白
で
ま
ば
ゆ
く
明
断
な
人
間
的
行
為
を
照
ら

し
出
し
ま
し
た
。

家
庭
的
な
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
「
関
係
」
が
あ
り
ま
す
。
犠
牲
が
あ
り
ま
す
。

夫
を
熱
愛
し
、
二
年
続
い
た
長
く
残
酷
な
病
気
の
間
、
面
倒
を
み
て
い
る
妻
。

彼
女
は
思
い
や
り
と
限
度
を
越
え
る
ま
で
の
犠
牲
で
日
夜
世
話
を
す
る
。
確
か

に
、
深
い
愛
に
報
い
る
よ
う
に
夫
は
治
癒
す
る
。
そ
し
て
重
篤
な
神
経
症
を
消

滅
さ
せ
た
の
は
、
か
の
女
性
な
の
で
す
。
世
間
は
、
そ
の
病
気
は
神
経
衰
弱
の

結
果
だ
と
信
じ
ま
す
。
し
か
し
、
全
く
違
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
神
経
衰
弱
は
、

幸
せ
な
人
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
す
。
精
神
分
析
と
、
病
人
の
夢
の
穏
和
な

解
釈
は
、
人
の
強
い
、
（
病
人
自
身
が
知
ら
な
い
）
　
意
識
下
の
、
妻
を
片
付
け

て
し
ま
い
た
い
と
い
う
欲
望
を
確
認
し
ま
す
。
神
経
症
を
起
こ
し
た
人
の
治
癒

は
、
そ
の
せ
い
で
す
。
死
の
欲
望
は
自
分
自
身
に
回
帰
し
ま
す
。
極
限
の
犠
牲

が
、
無
意
識
な
欲
望
の
禁
止
に
役
立
っ
た
の
で
す
。

あ
る
未
亡
人
は
、
夫
の
墓
の
上
で
　
「
ピ
ス
ト
ル
自
殺
」
し
ま
す
。
誰
が
理
解

で
き
ま
す
か
？
　
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
は
理
解
し
ま
す
。
未
亡
人
が
生
き
た
ま
ま
焼

か
れ
る
よ
う
に
命
じ
る
、
着
飾
っ
た
女
性
た
ち
の
、
邪
な
欲
望
を
避
け
よ
う
と

努
め
る
時
に
。

近
親
と
無
関
係
な
、
高
度
の
犠
牲
も
あ
り
ま
す
。
事
実
、
世
界
大
戟
の
間
、

赤
十
字
の
看
護
人
の
中
に
高
度
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
サ
デ
ィ
ス
ム
が
、
統
計

的
に
確
認
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
被
看
護
者
の
中
に
は
、
不
自
由
の
な
い

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
特
権
階
級
か
ら
見
放
さ
れ
、
戦
場
に
赴
い
た
人
が
多
数
い
ま
し

た
。
彼
ら
は
純
粋
な
歓
び
の
た
め
に
、
数
セ
ン
チ
余
分
に
切
断
さ
れ
る
の
が
目

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
ケ
ー
ス
が
、
犠
牲
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

苦
痛
を
補
う
た
め
に
は
、
非
常
な
歓
び
が
必
要
で
し
た
。
よ
く
あ
る
こ
と
で
す

が
、
優
し
い
看
護
人
の
精
神
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
の
美
徳
の
誘
惑

に
よ
り
複
雑
化
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
。

現
代
の
心
理
学
に
我
々
が
明
晰
に
提
供
す
る
、
高
尚
と
言
わ
れ
る
人
間
感
情
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を
列
挙
す
る
と
限
り
が
な
い
で
し
ょ
う
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
、
今
日
で
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
純
粋
に
見
え
る
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
の
よ
う
な
、
あ

る
人
物
を
尊
敬
し
、
な
に
よ
り
ま
ず
挑
発
し
て
い
る
と
、
道
徳
的
プ
ラ
ン
、
良

心
の
危
機
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
の
に
、
そ
の
見
直
し
は
全
く
必
要
で
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
、
我
々
の
適
切
な
人
物
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
偉
ぶ
っ
た
豚
の
、

ペ
デ
ラ
ス
ト
の
、
腐
っ
た
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
ア
ン
ヘ
ル
・
ギ
メ
ラ
の
　
「
ボ
ン
・

サ
ン
チ
マ
ン
」
　
ほ
ど
、
低
劣
で
卑
し
く
、
恥
ず
べ
き
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
最
近
、
「
聖
心
」
　
を
表
す
カ
ン
バ
ス
に
　
「
私
は
母
に
唾
を
吐
い
た
」

と
書
き
ま
し
た
。
エ
ウ
へ
こ
オ
・
ド
ー
ル
ス
　
（
私
は
彼
が
申
し
分
の
な
い
馬
鹿

だ
と
思
い
ま
す
）
　
は
、
こ
の
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
単
な
る
個
人
的
侮
辱
、

単
な
る
シ
ニ
カ
ル
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
見
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。
そ
の
解
釈

は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
本
当
に
破
壊
的
な

意
味
を
除
去
し
て
い
る
、
と
言
う
の
は
む
な
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、

夢
の
中
で
親
し
い
人
を
殺
す
時
に
我
々
が
夢
に
与
え
る
も
の
と
似
た
、
道
徳
と

秩
序
の
衝
突
が
問
題
で
す
が
、
し
か
し
そ
の
夢
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
無
意
識
的
な
衝
動
が
、
意
識
に
と
っ
て
は
、
し

ば
し
ば
極
端
な
残
酷
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
真
の
友
人
の
居
る
、
至
る
と
こ

ろ
で
見
ら
れ
る
、
追
加
的
な
理
由
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
秩
序
の
中
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
引
き
起
こ
し
た

感
覚
秩
序
の
危
機
、
誤
謬
、
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
状
態
は
、
高
度
に
退
廃
的
な
頼

り
の
綱
で
す
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
例
外
的
な
様
式
で
あ
る
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ
ル

は
我
々
が
心
か
ら
愛
し
て
い
る
も
の
に
最
も
近
い
と
、
今
日
語
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
そ
れ
は
ア
ー
ト
に
対
す
る
嫌
悪
感
、
無
関
心
の
一
つ
の
証
明
で
す
。

そ
の
同
じ
嫌
悪
感
は
、
現
代
で
人
気
の
あ
る
思
考
の
活
き
活
き
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
で
あ
る
絵
は
が
き
の
中
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
思
考
は
非
常
に
深
遠
、
も

し
く
は
鋭
く
、
精
神
分
析
を
免
れ
て
い
ま
す
。
（
私
は
ポ
ル
ノ
葉
書
の
こ
と
を

特
に
語
っ
て
い
ま
す
）

な
に
よ
り
も
ま
ず
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
を
、

退
廃
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
の
よ
う
に
考
え
る
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
た
め
に
、
想
像
的
な
構
成
を
活
用
す
る
や
り
方
で
、
現
実
を
組
織
化
す
る
精

神
病
の
形
と
心
理
学
者
が
認
め
る
パ
ラ
ノ
イ
ア
に
、
特
別
の
注
意
を
払
う
べ
き

で
す
。
毒
を
盛
ら
れ
た
と
信
じ
る
偏
執
狂
は
、
遭
遇
す
る
す
べ
て
の
中
に
、
感

知
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
微
妙
な
細
部
に
ま
で
、
死
の
準
備
を
発
見
し
ま
す
。
近

頃
、
私
は
、
は
っ
き
り
と
偏
執
狂
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
そ
の
影
と
外
観
の

位
置
が
、
現
実
の
様
子
を
少
し
も
変
質
し
た
り
、
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
こ
と
な
く
、

同
時
に
馬
で
あ
る
、
一
つ
の
女
性
イ
メ
ー
ジ
を
得
ま
し
た
。
第
三
の
、
第
四
の
、

三
十
程
の
イ
メ
ー
ジ
の
出
現
を
得
る
た
め
の
激
し
い
偏
執
狂
的
集
中
の
ユ
ニ
ー

ク
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
問
題

の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に
表
象
す
る
も
の
が
真
実
で
あ
り
、
現
実
の
同
様
な
イ
メ

ー
ジ
が
、
単
に
我
々
の
偏
執
狂
的
な
能
力
の
産
物
で
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
メ

ン
タ
ル
な
疑
い
を
直
ち
に
課
す
の
を
知
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
小
さ
な
出
来
事
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
き
な
シ
ス
テ
ム
が
残

っ
て
い
ま
す
。
国
家
全
体
が
、
幻
覚
、
故
意
に
幻
覚
を
見
る
能
力
、
夢
前
夢
、

霊
感
、
全
日
夢
　
（
間
断
な
く
夢
を
見
る
か
ら
）
、
発
狂
、
そ
し
て
意
味
や
重
要

性
が
少
な
い
他
の
多
く
の
状
態
を
す
で
に
調
査
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
極
め
て
正
常
な
状
態
を
腐
っ
た
正
常
と
言
う
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
街
い
っ
ぱ
い
の
正
常
人
の
行
動
は
、
秩
序
が
実
践
し
て
い
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ま
す
が
、
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
に
苦
し
く
裏
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
間
は
苦
し

げ
に
身
を
か
が
め
、
正
常
で
論
理
的
に
見
え
る
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
揺
れ
動
い

て
い
ま
す
。
行
動
全
体
、
全
て
の
振
る
舞
い
が
、
非
合
理
の
、
そ
し
て
慣
習
的

な
世
界
に
無
意
識
に
反
応
し
、
夢
を
垣
間
見
、
そ
し
て
失
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
で
す
。
自
分
に
似
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
出
会
う
が
故
に
、
人
が
、
そ

れ
は
愛
だ
と
考
え
、
見
る
と
い
う
事
実
が
夢
と
な
る
と
語
る
の
は
、
そ
の
た
め

で
す
。快

楽
は
、
人
間
に
と
っ
て
当
然
の
憧
れ
で
す
。
人
間
生
活
に
お
い
て
、
現
実

の
原
理
は
快
楽
の
原
理
に
対
抗
し
て
そ
び
え
立
ち
ま
す
。
手
厳
し
い
防
御
が
、

知
性
に
、
卑
し
い
人
間
感
情
、
仕
事
好
き
等
の
美
し
い
文
章
全
て
に
強
い
ら
れ

ま
す
。
同
様
な
言
葉
を
我
々
は
紡
ぎ
出
し
ま
す
。
手
淫
、
露
出
症
、
性
犯
罪
に

到
達
す
る
防
御
で
す
。

現
実
の
原
理
対
快
楽
の
原
理
‥
真
の
知
的
絶
望
の
、
真
の
位
置
は
ま
さ
に
、

我
々
の
精
神
を
歪
曲
す
る
現
実
に
ま
す
ま
す
従
う
現
実
を
破
壊
す
る
た
め
の
快

楽
の
遺
、
精
神
的
監
獄
に
よ
る
防
御
で
す
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
は
、
な

に
よ
り
も
ま
ず
、
道
徳
秩
序
の
革
命
で
す
。
そ
の
革
命
は
、
一
つ
の
活
発
な
事

実
で
す
。
近
代
西
洋
思
想
の
中
で
精
神
的
内
容
の
あ
る
唯
一
の
も
の
で
す
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
は
、
自
動
筆
記
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
・
テ
キ
ス

ト
、
夢
前
夢
の
イ
メ
ー
ジ
、
精
神
異
常
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
偶
然
の
介
入
、
性
的

な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
侮
辱
、
反
宗
教
攻
撃
、
共
産
主
義
、
催
眠
夢
、
野
生
の
オ
ブ

ジ
ェ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
絵
は
が
き
、
を
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
は
、
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
伯
爵
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
、

フ
ロ
イ
ト
、
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
ウ
ツ
チ
ェ
ロ
な
ど
を
、

自
派
と
し
て
主
張
し
ま
し
た
。

あ
る
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
ラ
ツ
セ
リ
ー
・
ド
・
リ
ラ
風

に
茶
時
、
街
の
ま
っ
た
だ
中
の
キ
ャ
バ
レ
ー
・
マ
ル
ド
ロ
ー
ル
で
、
流
血
騒
動

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー

ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
、
フ
ォ
ツ
シ
ユ
元
帥
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
デ
ユ
ボ
ア

枢
機
卿
、
セ
ル
ゲ
イ
・
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
な
ど
を
侮
辱
す
る
種
々
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
は
、
十
分
確
立
さ
れ
た
秩
序
の
道
徳
的
危
機
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と

告
げ
る
た
め
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
新
世
代
に
訴
え
ま
す
。
上
品
で
理
性
的
な

イ
デ
ー
の
無
道
徳
さ
に
こ
だ
わ
る
人
は
、
私
の
唾
で
顔
を
覆
わ
れ
る
と
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
近
代
美
術
館
　
（
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）
　
は
二
〇
〇
八
年
五
月
七
日

～
八
月
十
一
日
、
「
聖
な
る
も
の
の
足
跡
」
　
（
T
r
a
c
e
s
d
u
s
S
a
c
r
史
　
と
い
う
特
別
展
を
開

催
し
て
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
国
際
的
に
著
名
な
一
一
〇
〇
人
以
上
の
ア
ー
チ
ス
ト
に

よ
る
絵
画
、
彫
刻
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
ビ
デ
オ
の
、
全
部
併
せ
て
三
五
〇

ほ
ど
の
幅
広
い
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
一
堂
に
集
結
し
、
二
四
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
展
示
さ
れ

た
。
セ
ク
シ
ョ
ン
別
の
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
逃
げ
去
る
神
々
の
痕
跡

・
無
限
な
る
も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

・
偉
大
な
奥
義
の
授
与
者

・
目
に
見
え
る
も
の
の
彼
方

・
絶
対
者

・
宇
宙
の
啓
示

・
未
来
へ
の
高
ま
り

・
新
し
い
人
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・
エ
デ
ン

・
終
末
論

・
黙
示
録
1

・
聖
な
る
踊
り

・
異
教
の
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ

・
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス

・
侮
辱
行
為

・
黙
示
録
2

・
H
O
m
O
冥
O
m
i
n
i
l
u
p
u
s

・
聖
な
る
ア
ー
ト

・
夜
に
も
関
わ
ら
ず

・
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
の
共
鳴

・
認
識
の
扉

・
犠
牲

・
東
洋
の
英
知

・
神
の
影

ダ
リ
の
《
聖
心
》
は
「
侮
辱
行
為
」
　
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
、
エ
ル
ン
ス
ト
、
ピ
カ
ビ
ア
、
ア

ル
ト
ー
、
マ
ネ
、
マ
ン
・
レ
イ
、
セ
ラ
ー
ノ
の
作
品
と
並
ん
で
展
示
さ
れ
た
。
会
場
入
り

口
外
の
壁
に
記
さ
れ
た
開
催
趣
旨
は
こ
の
展
覧
会
の
重
要
性
を
十
分
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
の
出
現
は
、
人
間
の
最
も
早
期
の
疑
問
、
す
な
わ
ち
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の

地
位
に
関
す
る
疑
問
に
関
わ
る
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ー
ト
的
な
創
造
と
霊
的
な
関
心
の
リ

ン
ク
は
、
全
て
の
偉
大
な
宗
教
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
洋
世

界
は
、
十
八
世
紀
、
ア
ー
ト
と
制
度
的
な
宗
教
の
関
係
に
深
い
変
移
を
経
験
し
た
。
啓
蒙

の
理
想
と
、
理
性
の
礼
賛
、
資
本
主
義
の
勃
興
、
都
市
化
の
進
展
、
こ
れ
ら
全
て
が
（
世

界
の
幻
滅
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
な
基
礎
の
消
失
を
も
た
ら
し
た
。

ロ
マ
ン
派
の
表
現
に
見
ら
れ
る
、
聖
な
る
も
の
の
減
退
の
感
覚
に
、
神
の
死
を
告
げ
る
ニ

ー
チ
ェ
、
科
学
の
進
歩
、
精
神
分
析
の
出
現
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
増
大
す
る
影
響
が
相
次

ぎ
、
世
界
に
お
け
る
人
間
の
地
位
の
再
考
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の

誕
生
は
、
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
喪
失
が
背
景
に
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
の
変
質
と
宗
教
の

危
機
は
、
形
而
上
的
な
関
心
の
消
失
を
意
味
し
な
い
。
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
重
要
な
血
統

は
、
そ
こ
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
展
覧
会
の
目
的
は
そ
の
よ
う
な
疑
問
の
感
覚
を
探
求
し
、
（
聖
な
る
も
の
）
と
の

関
係
が
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
歴
史
の
理
解
の
鍵
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
今
日
の
表
現
の
新

し
い
形
を
発
展
さ
せ
る
役
割
を
い
ま
だ
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
」

（
松
岡
訳
）

（
2
）
　
彼
の
第
一
回
パ
リ
個
展
　
二
九
二
九
年
十
一
月
二
十
日
～
十
二
月
五
日
、
ゲ
ー
マ
ン
ス
画

廊
）
　
に
出
品
さ
れ
た
合
計
十
一
点
の
作
品
　
（
デ
ッ
サ
ン
を
除
く
）
　
に
は
、
大
作
《
大
自
慰

者
》
、
《
欲
望
の
謎
、
母
よ
、
母
よ
》
　
（
い
ず
れ
も
一
一
〇
×
一
五
〇
セ
ン
チ
）
、
問
題
作
の

《
陰
惨
な
遊
戯
》
に
、
い
か
に
も
即
席
の
作
品
ら
し
い
《
聖
心
》
が
混
じ
っ
て
い
た
。
参

考
の
た
め
、
出
品
作
品
の
一
覧
表
を
別
途
示
し
て
お
く
。

典

作

′ト
う

〆ヽ
器
′占’

竃

1

′ヽ
潮 春 人

目

｛
欲
望

買 照 欲
上方

陰
惨

な
呂
と

十ト

リ

　 願
病 に

の
鍛

慰 の
霊 ら

し の な
遺 手 的　 耳 初 者 謎 出 適 遊

1ヽ 〉 な の さ 応
〉 ア

1
十十
の
肖
豊

気 傾
分 け
の る
男
〉

口
々
′ヽ

れ
た
快
楽

名

堅 墾 厚 墜 埜 カ カ 厚
紙

摩 厚 厚

画

∵ヽ
ネ

∵＼
ネ

紙 十ヽ
ネ

′ヽ
ネ

／
ノ〈

／
′〈

で 紙 轡 紙

ル ル 油
彩

ル ル

油

ス ス 裏
手丁
ち

油
彩

油
彩

油
彩

油
彩

油
彩

油
彩

彩
と

コ
ラ
l
ジ

ユ

油
彩

油
彩

し
た
J天
色
の
布

墨
彩

と

コ
ラ
1
ジ
ユ

と

コ
ラ
1

ン
ユ

と

コ
ラ
1

ン′
ユ

材

68

×

62．2

×

33

×

23．5

×

弧2

×

110
×

110
×

68．3
×

23．5
×

22
×

44．4
ヽ

サ

48 4716 25 封．5 65 1罰 1弧丁 弧1 34．9 35 30．3 イ
ズ

cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm

初 初 B B C A A 巽
色

B B D

分期
の

期
の

′ト

UU

′ト

【‖

サ 人 人 の
画

′ト

†：‖

′ト

ロ∩

実

7 三
験
的
作

実
験
的
作

7 9
ル
的
イ乍

作 作 頑

即
興
性

験
的
作

11日

類

斗 斗 ノ〔 ノ与 九 九 斗 互 ノし ノし 九
制
作

年
十ヽ
牛

守し 九 九 九 九 九 九 九 九 時
期年 年 隼 年 年 年 牛 午 年

フ 7 フ 7 フ フ 7 ノヾ
リ

7 フ フ 制
イ イ イ イ イ イ イ イ イ イ

作
場
所

ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ ゲ

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

ス ス ス ス ス ス ス ス ス ス
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（
3
）
　
《
A
s
a
n
e
w
r
e
c
r
u
i
t
t
O
S
u
r
r
e
a
－
i
s
m
〉
D
a
－
i
w
O
u
－
d
h
a
克
b
e
e
n
W
e
E
a
w
a
r
e
O
f
t
h
e

m
O
完
m
e
n
t
が
く
i
r
u
－
e
n
t
a
n
t
i
c
－
e
ユ
c
a
－
i
s
m
（
p
u
b
－
i
c
－
y
e
眉
r
e
S
S
e
d
許
r
i
n
s
t
a
n
c
e
w
i
t
h

t
h
e
p
h
O
t
O
彗
a
p
h
i
n
L
a
R
e
g
－
u
t
i
O
n
S
u
r
r
e
a
－
i
s
t
e
O
f
B
e
鼠
a
m
i
n
P
e
r
e
t
i
n
s
u
－
t
i
n
g



a
p
r
i
e
s
t
）
a
n
d
w
a
n
t
e
d
t
O
e
S
t
a
b
－
i
s
h
h
i
s
O
W
n
C
r
e
d
e
n
t
i
巴
S
．
》
（
D
a
w
n
A
d
e
s
〉
b
已
れ

註
内
C
e
ミ
S
Q
蔓
r
乳
r
O
竃
e
C
賢
へ
．
T
F
a
m
e
s
a
n
d
H
u
d
s
O
n
－
L
O
n
d
O
n
〉
N
0
0
P
P
－
○
∞
）

（
4
）
　
「
痙
攣
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
九
一
年
四
月
～
八
月
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
展
覧
会
「
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
、
痙
攣
す
る
美
」
　
（
A
n
d
r
か
B
r
e
t
O
ロ
〉
L
a

b
e
a
u
t
m
C
O
n
く
u
】
s
i
く
e
）
で
使
用
さ
れ
た
。
鈴
木
雅
雄
氏
は
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
あ
る

い
は
痙
攣
す
る
複
数
性
』
　
（
二
〇
〇
七
年
、
平
凡
社
）
　
を
上
梓
さ
れ
、
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス

ト
は
　
（
ブ
ル
ト
ン
を
中
心
に
）
　
互
い
に
疫
攣
を
贈
与
し
あ
う
」
関
係
に
あ
っ
た
と
喝
破
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
労
作
に
対
し
、
論
者
は
「
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
分
析
軸
の
追
加

を
提
起
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）
　
ア
ル
ト
ー
の
　
「
教
皇
へ
の
上
奏
」
　
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
あ
あ
、
教
皇
よ
。
告
解
場
所
、
そ
れ
は
あ
な
た
で
は
な
い
。
我
々
を
理
解
す
る
の
は

我
々
だ
。
我
々
が
理
解
す
る
公
教
会
性
だ
。

祖
国
の
名
に
お
い
て
、
家
族
の
名
に
お
い
て
、
あ
な
た
は
霊
魂
の
販
売
、
肉
体
の
自
由

な
岨
噂
を
や
り
遂
げ
て
い
る
。

我
々
は
、
我
々
の
魂
と
我
々
の
間
に
、
解
放
へ
の
道
を
十
分
に
持
ち
、
あ
な
た
の
不
安

定
な
司
祭
た
ち
や
、
世
界
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ス
ム
の
宵
宮
た
ち
を
全
て
養
う
、
蓄
積
し
た
向

こ
う
見
ず
な
教
義
と
、
十
分
な
隔
た
り
を
持
っ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
、
キ
リ
ス
ト
教
の
、
あ
な
た
の
神
は
、
他
の
神
々
の
よ
う
に
、
全
て
の
悪

を
構
想
し
た
。

1
．
あ
な
た
は
、
悪
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。

2
．
我
々
は
、
あ
な
た
の
規
範
、
禁
書
日
録
、
罪
、
告
解
、
坊
主
ど
も
に
、
別
の
戦
争
を

仕
掛
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
あ
な
た
、
教
皇
、
犬
に
対
す
る
戦
争
を
。

こ
こ
に
、
精
神
が
精
神
に
告
解
す
る
。

勝
ち
誇
る
ロ
ー
マ
の
偽
善
を
見
下
す
、
そ
れ
は
、
魂
の
直
接
的
な
真
実
、
精
神
自
身
に

燃
え
さ
か
る
炎
の
憎
し
み
だ
。
神
は
居
な
い
。
聖
書
も
福
音
書
も
な
い
。
精
神
を
阻
む
言

葉
は
な
い
。

我
々
は
世
界
に
命
令
し
な
い
。
教
皇
よ
、
世
界
の
中
に
、
大
地
を
、
あ
な
た
の
語
ら
な

い
神
を
閉
じ
込
め
る
な
。

世
界
は
魂
の
深
淵
だ
。
老
い
ぼ
れ
た
教
皇
、
魂
の
外
部
に
あ
る
教
皇
。
我
々
を
、
我
々

の
肉
体
の
中
に
浸
ら
せ
よ
。
我
々
の
魂
を
我
々
の
中
に
置
け
。
我
々
は
、
明
晰
さ
に
、
あ

な
た
の
ナ
イ
フ
を
欲
し
な
い
。
」
　
（
松
岡
訳
）

（
6
）
　
ピ
エ
ー
ル
・
ナ
ヴ
ィ
ル
　
『
超
現
実
の
時
代
』
　
家
板
谷
泰
史
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一

年
二
二
〇
ペ
ー
ジ
、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
　
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
、
溶
け
る
魚
』
　
巌
谷
国
士
訳
、
学
芸

書
林
、
一
九
七
四
年
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
8
）
　
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
　
瀧
口
・
巌
谷
訳
、
人
文
書
院
、

一
九
九
七
年
、
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
9
）
　
「
パ
ス
カ
ル
の
賭
け
」
意
外
に
も
、
神
の
存
在
を
論
理
的
に
「
証
明
」
し
よ
う
と
試
み
は
、

有
名
な
デ
カ
ル
ト
を
始
め
、
多
く
の
人
が
行
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
1
・
A
・
パ
ウ
ロ
ス

『
数
学
者
の
無
神
論
－
神
は
本
当
に
居
る
の
か
』
　
松
浦
俊
輔
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
八
年

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
0
）
エ
ル
ン
ス
ト
《
友
人
た
ち
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
》
　
に
登
場
す
る
人
物
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

1
．
ル
ネ
・
ク
ル
ヴ
エ
ル
R
e
n
e
C
r
e
く
e
－

2
．
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ー
ポ
ー
　
P
h
i
－
1
i
p
e
S
O
u
p
a
u
－
t

3
．
ア
ル
プ
　
と
り
p

4
．
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
　
M
a
H
E
r
n
s
t

5
．
マ
ッ
ク
ス
・
モ
リ
ー
ズ
　
M
P
舛
M
O
r
i
s
e

6
．
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
　
F
e
d
O
r
D
O
S
t
O
許
w
s
k
i

7
．
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
サ
ン
チ
オ
　
R
a
評
e
－
e
S
a
n
z
i
0

8
．
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
　
T
h
e
O
d
O
r
e
句
r
a
e
n
k
e
－

9
．
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
　
P
a
u
－
E
－
u
a
r
d

叩
　
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
　
J
e
a
n
P
a
u
－
h
a
n

1
1
．
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
　
B
e
且
a
m
i
ロ
P
野
e
t

は
．
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
　
L
O
u
i
s
と
」
a
g
O
n

1
3
．
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
　
ト
ロ
d
r
m
B
r
e
t
O
n
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14
．

1
5
．

1
6
．

1
7
． バ

ー
ル
ゲ
ル
ト
　
B
a
a
r
g
e
－
d

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
　
G
i
O
r
乳
O
d
i
（
d
e
）
C
h
i
r
i
c
O

ガ
ラ
・
エ
リ
ユ
ア
ー
ル
　
G
a
－
a
E
－
u
a
r
d

ロ
ベ
ー
ル
・
デ
ス
ノ
ス
　
R
O
b
e
r
t
D
e
s
n
O
S

（
H
）
八
人
E
警
e
p
t
i
O
n
h
巴
t
e
p
O
u
r
ト
P
S
q
義
e
C
O
r
r
隠
昌
已
～
再
訂
甘
已
敦
賀
功
（
G
N
箪
t
a
b
J
e
a
u
・

m
a
n
i
諦
s
t
e
）
e
莞
C
u
t
e
d
〉
a
p
r
e
u
n
e
i
d
紆
d
〉
ト
ロ
d
r
m
B
r
e
t
O
n
〉
〉
M
賀
E
r
n
s
t
V
的
C
よ
ぎ
「
謡
－

G
a
E
i
m
a
r
d
L
笥
○
｝
p
．
N
缶

（
望
G
a
e
h
t
g
e
n
s
V
T
h
O
m
a
S
㌦
M
a
舛
E
r
n
s
t
a
n
d
t
h
e
G
r
e
a
t
M
a
s
t
e
r
S
〉
∵
う
ど

と
ー
・
、
、
・
二
、
三
、
、
、
ミ
二
、
、
、
三
…
、
ミ
∵
l
、
・
、
二
一
、
二
・
二
へ
、
・
、
、
と
こ
苧
、
、
・
こ
う
二
、
二
二
∴
こ
こ
J
一
i
＝
ラ
i
一
ン

P
r
e
s
s
L
害
い
．
p
p
．
定
・
金

（
13
）
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
『
百
頭
女
』
巌
谷
国
士
訳
、
河
出
文
庫
、
一
九
九
六
年
。

（
1
4
）
『
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
集
成
5
』
生
田
耕
作
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
七
〇
年
、
六
二
ペ

ー
ジ
人
人
T
O
u
t
e
S
t
抄
P
i
r
e
ゝ
O
u
S
－
e
s
m
O
y
e
n
S
d
O
i
扁
n
t
賢
r
e
b
O
n
S
P
e
m
p
－
O
y
e
r
p
O
u
r

r
u
i
n
e
r
l
e
s
i
d
紆
s
d
e
甘
ヨ
S
♪
d
e
七
已
r
F
d
e
r
乳
首
訂
戸
〉
〉
（
ト
Q
l
賢
○
㌻
叫
旨
さ

仇
等
「
昌
詳
ざ
N
O
－
N
L
浩
や
｝
p
．
N
）

（
1
5
）
同
書
六
〇
ペ
ー
ジ
人
人
C
r
a
c
h
O
n
S
〉
e
n
p
a
S
S
a
n
t
）
S
u
r
E
d
g
a
r
P
0
2
・
∑
ぎ
阜
p
・
N
）

（
1
6
）
「
私
は
父
の
蔵
書
の
中
か
ら
、
無
神
論
的
、
無
政
府
主
義
的
な
知
識
を
、
三
一
口
一
句
、
あ

ま
り
に
も
熱
心
に
研
究
し
、
追
求
し
た
た
め
に
家
を
追
わ
れ
た
。
」
（
ダ
リ
『
天
才
の
日
記
』

東
野
芳
明
訳
、
二
見
書
房
、
一
九
七
一
年
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。
）

（
1
7
）
「
私
の
最
初
の
教
師
の
ひ
と
り
ド
ン
・
エ
ス
テ
パ
ン
・
ト
ラ
イ
テ
ル
は
、
ず
っ
と
神
は
存

在
し
な
い
、
と
一
年
の
間
、
私
に
く
り
か
え
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
か
れ
は
断
固
と
し
て
、

宗
教
な
ど
は
《
女
の
す
る
こ
と
だ
》
と
つ
け
く
わ
え
る
の
で
あ
っ
た
。
私
は
子
供
心
に
も
、

こ
の
考
え
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
光
り
輝
や
く
真
実
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
は

こ
の
考
え
を
自
分
の
家
庭
で
毎
日
目
の
あ
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
私
の

家
で
は
教
会
に
行
く
の
は
女
た
ち
だ
け
で
父
は
自
ら
を
自
由
思
想
家
と
称
し
て
教
会
に
ゆ

く
の
を
拒
否
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
父
は
自
分
の
思
想
の
自
由
を
も
っ
と
確
保
す
る
た
め

に
、
激
越
で
し
か
も
絵
の
よ
う
に
い
き
い
き
と
し
た
■
神
の
こ
と
ば
で
、
そ
の
会
話
の
ほ

ん
の
端
々
す
ら
を
色
と
り
ど
り
に
飾
る
の
で
あ
っ
た
。
も
し
誰
か
が
憤
慨
す
る
と
、
か
れ

は
友
人
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
ラ
マ
ー
ル
の
次
の
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
を
く
り
か
え
し
て
悦
に
入

る
の
で
あ
っ
た
。
〝
漕
神
の
こ
と
ば
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ア
語
の
も
っ
と
も
美
し
い
飾
り
で

あ
る
。
〟
」
（
『
天
才
の
日
記
』
一
七
～
一
八
ペ
ー
ジ
）

（
1
8
）
『
天
才
の
日
記
』
東
野
芳
明
訳
、
二
見
書
房
、
一
九
七
一
年
、
二
一
～
二
二
ペ
ー
ジ
）
。

（
19）
『
ダ
リ
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
二
五
九
ペ
ー
ジ
下
段
。

（
2
0
）
前
掲
書
二
四
四
ペ
ー
ジ
下
段
。

（
2
1
）
前
掲
書
二
三
～
二
四
ペ
ー
ジ
。
こ
の
頃
、
ブ
ル
ト
ン
は
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
二
年
に

か
け
て
、
前
後
十
二
回
の
「
性
に
関
す
る
探
求
」
の
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
第
一
回
と

第
二
回
の
記
録
は
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
付
け
の
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
第

日
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
矛
盾
に
満
ち
た
性
的
発
言
に
つ
い
て
は

『
性
に
関
す
る
探
求
』
野
崎
歓
訳
、
白
水
社
、
一
九
三
三
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22）
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
『
超
現
実
主
義
宣
言
』
生
田
耕
作
訳
、
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年

一
六
七
～
一
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
2
3
）
W
i
－
－
i
a
m
J
e
穿
t
t
㌦
S
a
F
a
d
O
r
D
a
－
i
〉
）
〉
【
∋
エ
ロ
肉
細
C
Q
S
関
知
払
【
ト
認
知
臣
ト
～
頓
竜
の
害
毒
q

b
已
已
～
訂
白
さ
軋
b
O
C
〔
き
た
巴
く
叫
房
－
M
T
P
r
e
s
s
〉
C
a
m
b
r
i
d
g
e
㍍
0
0
か
ら
p
．
澄
⊥
0
－

（
2
4
）
ロ
ベ
ー
ル
・
デ
シ
ャ
ル
ヌ
／
ジ
ル
‥
ネ
レ
『
ダ
リ
全
画
集
』
、
T
A
C
H
E
N
、
二
〇
〇
五
年
、

一
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
2
5
）
A
n
d
r
小
出
r
e
t
O
n
V
P
r
聖
が
c
e
a
u
c
a
t
a
－
O
g
u
e
d
e
－
｝
m
舛
p
O
S
i
t
i
O
n
G
a
－
e
r
i
e
G
O
e
m
a
n
S
｝

P
a
r
i
s
L
悪
声
フ
ラ
ン
ス
国
立
近
代
美
術
館
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
『
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト

ン
、
痙
攣
す
る
美
』
一
九
〇
ペ
ー
ジ
所
載
。
（
松
岡
訳
）

（
2
6
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
近
代
美
術
館
M
O
M
A
は
二
〇
〇
八
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
十
五

日
ま
で
「
ダ
リ
‥
絵
画
と
映
画
」
特
別
展
を
開
催
。
『
黄
金
時
代
』
を
含
む
映
画
を
上
映

す
る
と
共
に
、
関
与
す
る
ダ
リ
の
絵
画
作
品
を
展
示
し
た
。

（
2
7
）
E
l
－
i
O
t
t
H
．
声
n
g
L
ぎ
声
払
§
⊇
賀
詳
S
P
已
C
訂
m
ヨ
タ
K
a
m
e
r
a
B
g
k
s
V
N
茎
↓
u

p
p
．
N
甲
山
や

（
2
8
）
『
聖
な
る
の
も
の
足
跡
』
（
T
r
a
c
e
s
d
u
S
a
c
r
史
展
カ
タ
ロ
グ
二
三
三
ペ
ー
ジ
所
載
の
ヴ

エ
ロ
ニ
ク
・
フ
ォ
レ
論
文
よ
り
引
用
。
（
松
岡
訳
）

（
29
）
服
部
伸
六
訳
『
処
女
懐
胎
』
（
思
潮
社
現
代
の
芸
術
双
書
Ⅰ
、
一
九
六
三
年
。
服
部
氏
は
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「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
を
　
「
処
女
懐
胎
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
訓
二
　
竹
下
節
子
『
聖
母
マ
リ
ア
　
（
異
端
）
　
か
ら
（
女
王
）
　
へ
』
講
談
社
選
書
、
一
九
九
八
年
一

二
六
、
一
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
3
1
）
　
中
丸
　
明
　
『
聖
母
マ
リ
ア
伝
承
』
　
文
春
新
書
、
一
九
九
九
年
一
八
七
～
一
九
二
ペ
ー
ジ
参

刀
口
い

（
3
2
）
　
工
藤
庸
子
　
『
宗
教
く
S
国
家
』
　
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
七
年
、
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
3
3
）
　
サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
聖
堂
に
つ
い
て
は
、
h
t
t
p
‥
ミ
w
w
w
．
s
a
c
r
e
品
O
e
u
r
・
m
O
n
t
m
a
r
t
r
e
．
C
O
m

a
m
a
－
g
a
m
e
d
e
m
O
n
e
眉
e
r
－
n
C
e
S
u
r
r
訂
－
i
s
t
e
e
t
d
u
c
－
a
s
s
i
c
i
s
m
e
p
r
？
R
a
p
h
a
e
－
i
t
e

d
e
－
a
R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
㌧
Y
O
n
s
e
d
e
m
a
n
d
e
a
諾
C
i
n
q
u
i
か
t
u
d
e
c
e
q
u
e
人
人
－
〉
a
m
a
－
g
a
m
e
Y
〉

く
a
d
O
n
n
e
r
…

（
已
L
M
p
Z
A
C
H
S
U
R
R
賢
し
－
S
T
E
D
U
D
E
M
i
・
S
l
抄
c
L
E
も
u
m
野
O
S
p
取
か
－
d
e
L
A

N
E
『
）
M
p
罪
S
・
A
く
R
H
L
－
誤
○
）

（
3
7
）
　
ダ
リ
は
こ
の
頃
か
ら
猛
烈
な
勢
い
で
宗
教
画
の
大
作
を
描
く
。
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
資
料
入
手
。

（
3
4
）
　
瀧
口
修
造
監
修
　
『
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
集
成
』
、
人
文
書
院
、
▲
九
七
〇
年
、
三
一
七

ペ
ー
ジ
。

〓
空
　
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
厳
谷
国
士
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
所
載
　
同
書

一
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
M
豊
　
新
聞
切
り
抜
き
を
貼
り
付
け
ら
れ
た
宗
亨
心
》
は
、
「
融
合
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の

融
合
が
ど
ん
な
も
の
に
な
る
か
、
気
が
か
り
で
、
訝
し
い
。
」
と
い
う
の
は
ブ
ル
ト
ン
の

心
境
だ
ろ
う
。
（
『
年
鑑
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
半
世
紀
』
　
ラ
・
ネ
フ
特
別
号
、
一
九
五
〇

年
、
一
四
二
～
一
四
三
ペ
ー
ジ
間
の
ノ
ラ
・
ミ
ト
ラ
ー
ニ
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
そ
の
様
相
」

挿
絵
よ
り
、
松
岡
訳
）
　
原
文
は
以
下
の
通
り
。

L
a
e
O
n
く
e
r
S
i
O
n
d
e
∽
a
－
く
a
d
O
r
D
a
－
i

L
e
p
e
i
n
t
r
e
S
a
－
く
a
d
O
r
D
a
－
i
L
ゴ
O
m
m
e
a
u
舛
p
e
t
i
t
e
s
m
O
u
S
t
a
C
h
e
s
e
講
－
風
雪
a
n
d

m
a
i
t
r
e
d
u
s
u
r
r
か
a
l
i
s
m
e
も
a
n
n
O
n
C
か
h
i
e
r
s
a
c
O
n
く
e
r
S
i
O
n
E
a
賢
c
a
t
h
O
－
i
q
u
e
e
t

抄
《
H
d
e
a
－
a
r
t
i
s
t
i
q
u
e
 
d
e
－
a
 
R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
〉
∴
A
u
 
c
O
u
r
∽
d
ビ
n
e
 
i
n
t
e
r
く
i
e
w

a
c
c
O
r
d
か
2
秒
u
n
 
c
O
r
r
e
S
p
O
n
d
a
n
t
 
d
e
－
ユ
U
n
t
e
d
 
P
r
e
s
s
L
－
a
d
賢
－
a
r
e
 
q
u
〉
i
－

r
e
n
O
n
C
a
i
t
P
s
O
n
p
a
S
S
か
t
u
m
u
－
t
u
e
u
舛
p
O
u
r
r
e
n
t
r
e
r
e
n
p
訝
i
t
e
n
t
d
a
n
s
－
e
望
r
O
n

d
e
－
虎
g
－
i
s
e
・
D
m
i
g
n
a
n
t
u
n
t
a
b
－
e
a
u
q
…
↑
e
p
r
訝
e
n
t
e
－
）
i
m
m
a
c
u
－
紆
C
O
n
C
e
p
t
i
O
n
〉

D
巴
i
a
遥
O
u
t
で
〈
〈
J
蜜
m
O
n
t
r
m
c
e
t
t
e
t
O
i
－
e
a
u
p
a
p
e
P
i
e
だ
－
p
e
n
d
a
n
こ
〉
a
u
d
i
e
n
c
e

q
u
ゴ
m
）
a
a
c
c
O
r
d
か
e
」
－
e
n
a
空
茶
h
e
u
r
e
u
舛
e
t
m
）
a
整
i
c
i
t
m
d
e
m
a
c
O
n
く
e
r
S
i
O
n
．
J
u

－
u
i
a
i
d
i
t
q
宕
j
蜜
a
i
s
r
e
t
O
u
r
n
e
心
酔
m
O
n
m
y
S
t
i
c
i
s
m
e
a
t
a
S
q
u
e
d
出
s
p
a
叫
n
O
r
e
t

j
e
－
u
i
 
a
i
 
e
H
で
O
S
か
m
e
s
p
r
且
e
t
s
 
a
r
t
i
s
t
i
q
u
e
s
．
M
a
p
e
i
t
u
r
e
 
s
e
r
a
d
訂
O
r
m
e
S
u
n

《超立方体的肉体≫1954

年、油彩カンバス、　《十字架の聖ヨハネのキ　《ボルト・リガートの聖母≫1950

194．5×124cm、NYメト　リスト≫1951年、油彩カ　年、油彩カンバス、275．3×

ロポリタン美術館　　　　ンバス、205×116cm、209．8cm、福岡市美術館

グラスゴー・アート・ギ

ャラリー
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《最後の晩餐≫1955年、油彩カンバス、

167×268cm、ワシントン・ナショナル・ギ

ャラリー

（
軍
　
メ
レ
デ
ィ
ス
・
イ
ス
リ
ン
ト
ン
・
ス
ミ
ス
　
『
ダ
リ
』
野
中
邦
子
訳
、
文
芸
春
秋
、
一
九
九

八
年
一
六
二
～
一
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
墾
　
E
d
i
t
e
d
b
y
M
i
c
h
a
e
－
R
a
e
b
弓
n
｝
払
已
岩
計
r
b
已
汁
註
～
昌
r
マ
駕
篭
的
－
T
h
a
m
e
S
a
n
d

H
u
d
s
O
n
）
N
e
w
Y
O
r
k
二
浪
革
p
p
一
畠
・
定
．

（
4
0
）
　
『
ダ
リ
の
告
白
で
き
な
い
告
白
』
　
山
根
和
郎
訳
、
二
見
書
房
、
一
九
七
六
年
、
二
二
ペ
ー

ジ
。

（
射
）
　
『
ダ
リ
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
足
立
廉
訳
、
二
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
撃
　
ダ
リ
は
一
九
五
二
年
、
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ル
・
ア
ル
コ
に
、
《
聖
心
》
に
つ
け
た
聖
母
に
対

す
る
冒
涜
の
言
葉
の
ひ
ど
さ
を
和
ら
げ
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
（
M
a
n
u
e
l
 
d
e
l

L
F
c
O
〉
b
已
叫
已
軋
謡
3
g
乱
〇
、
J
a
n
e
s
L
誤
N
）

「
私
が
書
い
た
の
は
、
〝
と
き
と
し
て
、
夢
の
中
で
、
私
の
母
の
肖
像
に
唾
を
吐
く
″
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
」
彼
は
ま
た
指
摘
す
る
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な

に
残
酷
な
も
の
で
あ
れ
、
夢
見
た
も
の
や
考
え
た
こ
と
の
す
べ
て
の
表
現
を
求
め
た
と
。

「
私
の
現
在
の
倫
理
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
あ
る
種
の
経
験
は
公
衆
に
伝
え
る

べ
き
で
な
い
と
信
じ
る
か
ら
だ
。
」
　
（
松
岡
訳
）

八

人

T

w

e

n

t

y

・

t

h

r

e

e

y

e

a

r

s

－

a

t

e

r

〉

W

h

e

n

D

a

－

i

t

a

－

k

e

d

t

O

M

a

n
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